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　この報告書は，鹿児島県農業開発総合センター建設に伴って，平成８年度から

平成１５年度にかけて実施した南さつま市金峰町に所在する尾ヶ原遺跡の調査の記

録です。

　尾ヶ原遺跡の調査では，縄文時代早期・中期・晩期，弥生時代，古墳時代，平

安時代の各時代の遺構・遺物が発見されました。

　特に，縄文時代早期では，集石遺構８基，縄文時代晩期では，土掘り具と思わ

れる打製石斧や石錘がまとまって出土する集積遺構，弥生時代中期では，須玖式

土器と黒髪式土器を合わせた小児用壺棺，古墳時代では，８軒の竪穴住居跡が発

見されるなど貴重な資料を得ることができました。

　本報告書は，農業開発総合センター建設予定地内の遺跡の一端ではありますが，

県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心とご理解をい

ただくとともに文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた県農政部農業開発総合センター整備事

務局，南さつま市金峰町，日置市吹上町の関係部局並びに発掘調査に従事された

地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１８年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　　上　　今　　常　　雄
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調査

原因

調査

面積

　�

調査

期間

東経北緯コードふりがな

所 在 地

ふ り が な

所収遺跡名 °′″°′″遺跡番号市町村

農業開発
総合セン
ター建設

24,500�
2001．06
〜

2001．10

130°20′51″31°28′56″9846－220 鹿  児  島  県 
か ご しま けん

 日  置  市 
ひ おき し

 金  峰  町 
きん ぽう ちょう

 尾  ヶ  原 遺跡
お が はら

特 記主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所収遺跡名

前平式土器・石坂式土器
深浦式土器
春日式土器
黒川式土器
須玖式土器・黒髪式土器
山之口式土器
成川式土器・須恵器
土師器

集石遺構

集積遺構・埋設土器
小児用合口壺棺

竪穴住居跡

縄文時代
　（早期）
　（前期）
　（中期）
　（晩期）
弥生時代

古墳時代
平安時代

尾ヶ原遺跡

　尾ヶ原遺跡では，縄文時代の各時期，弥生時代，古墳時代，古代の長期にわたる遺構
や遺物が発見されている。その中でも遺構や遺物の多かったのが，縄文時代早期・晩期，
弥生時代，古墳時代である。
　縄文時代早期では集石遺構８基が検出され，早期中葉の石坂式土器が数多く出土し，
中心となっている。また，格子目押型文土器と呼ばれる独特の土器も出土している。縄
文時代晩期では，埋設土器２基と打製石斧や石錘の集中区が３箇所検出されていると共
に，扁平打製石斧が多いという特徴がある。
　弥生時代では，遺物の出土量は少ないが，遺跡の中の高い位置において黒髪式土器と
須玖式土器の小児用合口壺棺が検出され，北部九州や中九州との密接な交流があったこ
とをうかがい知ることができる。
　古墳時代では，竪穴住居跡が８軒検出された。その中には須恵器と成川式土器が共伴
している住居があり，南九州に広く分布する成川式土器の年代観を考察する手掛りとな
るものである。

要　　約
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１　本報告書は，鹿児島県農業開発総合センター建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　発掘調査は，平成１０年度・１２年度に確認調査，１３年度に鹿児島県農政部農業開発総合センター

整備事務局の依頼を受けて，鹿児島県教育委員会鹿児島県立埋蔵文化財センターが調査主体と

なって本調査を実施した。

３　報告書作成事業は，平成１６年度・１７年度に実施した。

４　挿図番号・表番号・遺物番号については，通し番号とし，本文・挿図・図版の番号は一致する。

５　遺物の縮尺は，基本的に土器は３分の１，大型石器は３分の１，小型石器は原寸とするが，縄

文時代晩期と古墳時代の大型完形土器については４分の１とした。

　　また，各挿図毎に縮尺を示している。

６　報告書中のレベル数値はすべて海抜高である。

７　遺跡における遺構等の実測は発掘担当者が行なったが，一部は実測委託も行なった。

８　遺物復元・実測・製図等の整理作業は整理担当者及び鹿児島県立埋蔵文化財センター整理作業

員が携わった。また，一部の石器の実測・製図については実測委託をした。

９　本報告書の編集は，中村耕治・日�正人が行い，藤�光洋・湯之前尚・山崎克之・川元禎久の

協力を得た。執筆分担は以下のとおりである。また，写真撮影については西園勝彦の協力を得た。

　　　第Ⅰ章　　　発掘調査の経緯　　　　　中村耕治

　　　第Ⅱ章　　　遺跡の位置と環境　　　　中村耕治

　　　第Ⅲ章　　　層位　　　　　　　　　　中村耕治

　　　第Ⅳ章　　　発掘調査の概要　　　　　中村耕治

　　　第Ⅴ章　　　発掘調査の成果　　　　　中村耕治・日�正人

　　　　第１節　　縄文時代の調査　　　　　日�正人

　　　　第２節　　弥生時代の調査　　　　　中村耕治

　　　　第３節　　古墳時代の調査　　　　　中村耕治

　　　　第４節　　古代・中世の調査　　　　中村耕治・日�正人

　　　第Ⅵ章　　　まとめにかえて　　　　　中村耕治・日�正人

１０　遺物は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示活用する計画である。

������

　　　　　　　　　　：　土器に付着したススの範囲

　　　　　　　　　　：　丹塗りの範囲
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報告書抄録
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　県農政部農業開発総合センター整備事務局（以下

農開総センター整備事務局）は，「鹿児島県総合基

本計画」（平成６年）に基づく戦略プロジェクト

「食の創造拠点鹿児島の形成」の一環として，鹿児

島県農業開発総合センター建設事業を日置市（吹上

町大字入来・中之里・湯之浦・和田）及び南さつま

市（金峰町大字大野・代表地番金峰町大野諏訪前

２９３５－１番地）内において計画した。このため農開

総センター整備事務局は，本事業に先立って，対象

地内における埋蔵文化財の有無について県教育庁文

化課（平成８年から文化財課以下文化財課）に照会

を行なった。これを受けた文化財課は平成６年１１月

に分布調査を実施した。その結果，事業区域内の対

象面積１，３４７，９００�に１０遺跡が存在することが判明

した。

　分布調査の結果を受けて，県農政部・文化財課・

県立埋蔵文化財センター（以下埋文センター）の三

者で協議した結果，対象地内の遺跡の範囲と性格を

把握するために当該地域において確認調査を実施す

ることとし，調査は埋文センターが担当した。

　確認調査は，平成８年度・９年度に実施した。確

認調査の結果，２４遺跡（約１０，０００�）が存在するこ

とが明らかになり，建築物予定地及び圃場整備によ

り削除される部分等について記録保存のための本調

査を平成１５年度まで実施した。

　報告書作成のための整理作業は，平成１５年度から

はじめて，平成１６年度に日置市（旧吹上町）に所在

する７遺跡の報告書を刊行した。

��������	

平成１７年度

事業主体　　鹿児島県農業開発総合センター整備

　　　　　　事務局

調査主体　　鹿児島県教育委員会

調査総括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　所　長　上今　常雄

調査企画　　　〃　　次長兼総務課長　有川　昭人

　　　　　　　〃次長兼調査第一課長　新東　晃一

　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査第一課　

　　　　　　　〃　　　第一調査係長　池畑　耕一

　　　　　　　〃　　主任文化財主事　中村　耕治

事務担当　　　〃　　主幹兼総務係長　平野　浩二

　　　　　　　〃　　　　　　主　事　田之畑美幸

整理担当　　　〃　　主任文化財主事　中村　耕治

　　　　　　　〃　　　　文化財主事　藤�　光洋

　　　　　　　〃　　　　文化財主事　湯之前　尚

　　　　　　　〃　　　　文化財主事　日�　正人

　　　　　　　〃　　　　文化財主事　山崎　克之

　　　　　　　〃　　　文化財研究員　川元　禎久

整理指導　　鹿児島大学　　　助教授　橋本　達也

　　　　　　鹿児島大学　　　助教授　中村　直子

　　　　　　鹿児島国際大学　教　授　中園　　聡
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　尾ヶ原遺跡は平成６年度の分布調査により確認さ

れたもので，平成１０年度・１２年度に確認調査を実施

し，縄文時代早期から古代までの遺物が出土するこ

とが判明した。

　本調査は，農業大学校の飼料畑予定地の内，削平

される範囲について平成１３年６月～１０月に実施した。

　尾ヶ原遺跡では，縄文時代早期の集石遺構，晩期

の埋設土器，弥生時代中期の小児用合口壺棺，古墳

時代の竪穴住居跡８軒など豊富な資料が得られた。
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６月　調査区の抜根・表土剥ぎ。環境整備。

７月　Ⅲ層掘下げ。古墳時代竪穴住居跡検出。縄文

時代晩期遺物出土。

８月　Ⅲ層・Ⅳ層掘下げ。古墳時代竪穴住居跡検

出・掘下げ。縄文時代晩期埋設土器検出。

９月　Ⅲ層・Ⅳ層・Ⅴ層掘下げ。古墳時代竪穴住居

跡掘下げ。弥生時代小児用合口壺棺検出・実

測・掘下げ。縄文時代早期集石遺構検出。

１０月　古墳時代竪穴住居跡実測。縄文時代早期集石

遺構検出・実測。

１１月　古墳時代竪穴住居跡実測。縄文時代早期集石

遺構実測。

－１－
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　農業開発総合センター建設予定地は，南さつま市

金峰町大野と日置市吹上町和田・中之里・入来にま

たがって計画され，敷地面積１８０�と広範囲におよ

ぶものである。

　金峰町は旧日置郡の最南部を占め，北側は吹上町，

東から東南部にかけては川辺町・鹿児島市，南側は

万之瀬川を隔てて旧加世田市と接している。また，

西側は吹上浜によって東シナ海に面する。金峰山が

ほぼ中央にそびえ，東から西へ山地・シラス台地・

低地・海岸砂丘へと続く地勢を示す。また，万之瀬

川の支流堀川・境川・岩元川・長谷川が山地や台地

を縫うように西流している。これらの河川に開析さ

れた谷が発達し，谷に面した台地上に多くの遺跡が

存在する。代表的な遺跡としては，縄文時代の阿多

貝塚，弥生時代の高橋貝塚・松木薗遺跡，古墳時代

の中津野遺跡が知られているが，近年万之瀬川の河

川改修に伴う調査で，持躰松遺跡・芝原遺跡など古

代から中世の重要な遺跡も発見されている。

　尾ヶ原遺跡は南さつま市金峰町の北端に位置し，

日置市吹上町と接している。北側の標高約８０ｍの独

立丘陵から南側へと傾斜し，南側は標高約３０ｍの平

坦面が広がる。東・南・西側は谷が入り込み一種の

舌状台地となっている。平坦面と谷との比高差は約

５ｍである。谷を挟んで東側には吹上小中原遺跡，

南側には諏訪牟田遺跡，西側には馬廻遺跡が存在す

る。
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　金峰町側は主に耕種試験場関連の計画地であるが，

大字は大野で大野原と呼ばれている広大な台地であ

る。遺跡は大門口遺跡・諏訪前遺跡・諏訪牟田遺

跡・尾ヶ原遺跡・馬塚松遺跡・諏訪脇遺跡・宗円堀

遺跡・神原遺跡・桜谷遺跡・荒田遺跡・頭無遺跡・

頭無迫田遺跡・市堀遺跡・中尾遺跡・南原内堀遺

跡・加冶屋堀遺跡とほぼ全域にわたって遺跡が存在

し，旧石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代・

古代・中世・近世と各時期の遺構・遺物が出土して

いる。

　金峰町は古くより発掘調査が行なわれ，県内外で

著名な遺跡が多い。阿多貝塚は縄文時代前期を中心

とした遺跡で，人骨の出土した上焼田遺跡と共に貝

塚を形成する希少な遺跡である。小中原遺跡は旧石

器時代・縄文時代早期・古代の遺構・遺物が多く出

土した遺跡であるが，現在残っている阿多という地

名と同じ「阿多」という文字が刻まれた土師器・須

恵器が出土したことで注目された。上水流遺跡では，

縄文時代中期・後期・晩期の夥しい遺物が出土して

いる。その中には，南島との交流をうかがわせる遺

物（南島系の土器）も見られる。弥生時代になると

遺跡数も増加し内容も豊富になる。下原遺跡は縄文

時代から弥生時代への移行期にあたる遺跡で，籾痕

の認められる土器片が出土し，早くから稲作が行な

われていたことがうかがえるものである。高橋貝塚

は下原遺跡に後続するものであるが，弥生時代前期

の土器（高橋式）と共に籾痕のある土器片・柱状抉

入石器・ノミ形石器・磨製石鏃・磨製石剣・石鎌・

石包丁等が共に出土しており，稲作農耕がいち早く

伝わってきたことを物語る遺跡である。また，貝塚

を形成することや南海産のゴホウラ貝が出土するこ

とから，海洋性に富んでおり，南島と北部九州など

との中継地としての位置付けも重要視されている。

下小路遺跡では，鹿児島県では数少ない合口甕棺が

発見され，弥生時代中期に北部九州との交流があっ

たことが知られる。松木薗遺跡は，限られた範囲の

調査であるが，弥生時代後期の大溝（幅４～５ｍ・

深さ３ｍのＶ字状）が発見され環状集落の可能性を

想定させられる。また，溝中より出土した多量の土

器はそれまで希薄だった弥生時代後期の土器編年に

欠かせないものである。中津野遺跡からは，弥生時

代から古墳時代への移行期にあたる土器群が出土し

ている。万之瀬川改修工事に伴う近年の調査では，

持躰松遺跡・芝原遺跡・渡畑遺跡などから古代・中

世の遺構・遺物が数多く発見されている。特に中世

の中国製陶磁器が大量に出土しており，南島・中国

との交流が大きく取り沙汰されてきている。平成１６

年・１７年の調査では，縄文時代後期の足形土製品が

－２－
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時　　代所在地遺　跡　名番号時　　代所在地遺跡名番号
中世大　野寺下２２古墳大　野塚山１
縄文・古墳・中世〃京田２３古墳〃大塚２
古墳〃京田原２４縄文早～晩期・弥生・古墳〃尾ヶ原３
古墳・中世〃鎮守尾２５縄文・古墳・古代・中世〃諏訪牟田４
縄文中期・後期〃南原Ａ２６縄文早期・晩期〃諏訪前５
古墳池　辺砂漠２７縄文晩期・中世・近世〃馬塚松６
古墳・古代〃小堀２８縄文早期・晩期・中世〃諏訪脇７
古墳〃萩ノ上２９縄文早期・晩期〃大門口８
古墳・古代〃地頭堀３０旧石器・縄文早期・中世〃宗円堀９
古墳〃塩屋堀３１旧石器・縄文早期〃荒田１０
古墳・中世〃玄同堀３２旧石器〃秋場１１
弥生・古墳〃主水堀３３旧石器・縄文早期・弥生〃桜谷１２
古墳〃秋葉下３４旧石器・縄文早期・古代〃神原１３
古墳〃島田３５縄文早期・古代〃頭無１４
古墳・古代〃宮園３６縄文早期・中世〃市堀１５
中世〃牟礼ヶ城跡３７旧石器・縄文早期・中世〃頭無迫田１６
縄文〃小城田３８縄文〃加冶屋堀１７
古墳〃本寺３９旧石器・縄文草創期・早期〃中尾１８
縄文・古墳〃前平４０縄文後期・晩期〃南原内堀１９
縄文・古代〃宮の前４１古墳・古代〃南原外堀２０

古墳・古代〃原口２１



渡畑遺跡と芝原遺跡から出土

し接合している。
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　農業開発総合センター予定

地は，南さつま市金峰町と日

置市吹上町にまたがる南北２

�，東西１．５�の広大な範囲

に及ぶ。地形も標高８６ｍから

１３ｍと高低差があり，山・台

地・沖積地・開析谷と変化に

富んでいる。そのために，そ

れぞれの地点で層位が異なっ

ている。第４図は台地部分の

標準的な地層の模式図である。

また，以下の各層の説明も標

準的なものである。

Ⅰ層　灰黒色土

　現在の耕作土。白色の小軽

石を含むことによってⅡ層と

の区別が可能である。地点に

よってはａ・ｂ・ｃの３層に

細分できる。Ⅰｃ層は黒色に

近い色調であるが，３�大の

白色軽石が混在している。中

世末から近世初めの層である。

Ⅰ層の平均的な厚さは２０�程

度であるが，圃場整備により

削除されたり，盛り土された

りしており一定ではない。

Ⅱ層　黒色土

　弥生時代・古墳時代・奈良

時代～鎌倉時代の遺物包含層

である。圃場整備により削除

されている部分が多いが，谷

の部分などを中心に良好に残

存している。層厚１０～３０�。

Ⅲ層　黄橙色火山灰土

　鬼界カルデラ起源のアカホ

ヤ火山灰（ＢＰ６４００年）とその腐植土である。上位

（Ⅲａ層）はⅡ層との漸位層であり，やや黒色を帯

びる。縄文時代晩期及び弥生時代前期の遺物包含層

である。中位（Ⅲｂ層）は縄文時代前期から後期の

遺物包含層である。下位（Ⅲｃ層）はアカホヤ火山

灰の一次堆積と考えられるが残存状況は悪く，Ⅳ層

との境目が明瞭ではない。層厚３０～４０�。

Ⅳ層　黄褐色土

　Ⅲ層と類似するが，より褐色味を帯び粘質である。

縄文時代早期の遺物包含層で層厚２０～３０�。

Ⅴ層　黒褐色土

　硬質でよくしまる。２～３�大の黄橙色のパミス

が混入する。縄文時代早期の遺物包含層で層厚３０�。

Ⅵ層　暗黄橙色火山灰土

　桜島起源の薩摩火山灰（ＢＰ１１，５００年）である。

非常に薄くブロック状に堆積している。層厚は厚い

所で１５�程度堆積している。

Ⅶ層　明茶褐色土

　粘質土であるが火山灰の混入によるザラついた感

触をもつ。縄文時代草創期の遺物包含層で層厚１０�。

Ⅷ層　茶褐色粘質土

　いわゆるチョコ層である。粘質が強く含水率が高

い。旧石器時代から縄文時代草創期の遺物包含層で

ある。層厚１０�。

Ⅸ層　暗茶褐色粘質土

　Ⅷ層とほとんど同じ土質であるが，Ⅷ層に比べて

やや褐色土味を帯び，シルト質化している。旧石器

時代の遺物包含層である。層厚３０�。

Ⅹ層　黄橙色シルト（シラス質）

　シラスの腐食したもので，５�大の黄色軽石を含

む。上位は旧石器時代（ナイフ形石器文化）の遺物

包含層である。層厚８０�。

�層　白色シラス

　姶良カルデラ起源のシラス（ＢＰ２４，５００年）であ

る。近辺の露頭では十数ｍの堆積が見られる。

　尾ヶ原遺跡も標準的な地層であるが，傾斜地及び

丘陵の裾部においてはⅡ層・Ⅲ層等の上層部が消失

しており，表土を剥ぐと縄文時代早期の遺物包含層

になる傾向がみられた。下方の平坦面においては上

層からよく残り古代・古墳時代・縄文時代晩期の遺
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　尾ヶ原遺跡では平成１０年，１２年に確認調査を実施

し，縄文時代早期・晩期，弥生時代，古墳時代，古

代の遺物が出土することが判明した。農業大学校の

研究飼料畑の予定地であり，大がかりな整地が必要

となっている所である。ただ，南側の低い平坦面に

おいては，削平をせず現状で保存することとなった。

北側の丘陵・傾斜地については削平して畑地とせざ

るを得ない状況で，本調査の対象となった。

　調査は国土座標にあわせた２０ｍ×２０ｍの調査範囲

（グリッド）を設定して実施し，遺跡地内の北側か

らＡ・Ｂ・Ｃ…，西側から１・２・３…とした。

　北側は山林であったため，抜根をしてから表土剥

ぎを行なった。調査は，南側から北側へと進めた。

　縄文時代は早期から晩期までの各時期の遺物が出

土しているが，早期と晩期が主である。早期は丘陵

の裾にあたる遺跡内では高い位置から出土している。

遺構は集石遺構が８基検出された。土器は石坂式が

主であるが，前平式・吉田式・桑ノ丸式・下剥峯

式・塞ノ神式・押型文土器等豊富である。前期は曽

畑式・深浦式，中期は春日式，後期は指宿式がそれ

ぞれ出土している。晩期は黒川式土器が出土し，埋

設土器２基が検出された。また，扁平打製石斧と石

錘の出土量が多い点も注目される。

　弥生時代は中期を中心に出土しているが出土量は

多くはない。遺構は遺跡内の高い位置に黒髪式土器

と須玖式土器を合わせた小児用合口壺棺が検出され

た。黒髪式土器など中九州（熊本県）に広く分布す

る土器が多く出土する特徴もみられた。

　古墳時代は低い平坦面から多く出土し，竪穴住居

跡も８軒検出された。２・３・４号住居からは須恵

器と成川式土器が共伴して出土しており成川式土器

の年代観を考える良好な資料である。

　古代の遺構は柱穴らしきピットが検出されたが建

物としてはとらえられなかった。遺物は土師器の

甕・坏および須恵器が出土している。

����������	
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　縄文時代は，早期から晩期まで各時期の遺物が出

土しているが，早期と晩期が主である。
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　縄文時代早期は遺跡の高い位置（Ｄ・Ｅ－５・

６・７区）を中心に分布し，集石遺構も集中する。

����������	�


　集石遺構８基が検出されている。そのほとんどは

Ｃ・Ｄ－１２区の北側の傾斜地，南側のＧ・Ｈ－１０区

において検出されている。１号集石は石坂式土器を

伴うが，その他は土器を伴うものはなかった。周辺

からは石坂式土器や桑ノ丸式土器を中心に出土して

いる。規模・石の大きさもまちまちである。また，

掘り込みを有するものは２基である。

　１号集石はＤ－１２区で検出され，径１．３ｍの掘り

込みを有する。東側９０�の範囲に礫が散乱し，掻き

出しの痕跡と思われる。角張った拳大の礫２２５個か

らなるが，安山岩と凝灰岩が主である。掘り込みは

Ⅴ層まで達している。７号集石はＨ－１０区で，遺跡

の頂上部より一段下がった南面するテラス状の緩傾

斜地において検出された。径１．２ｍの掘り込みを有し，

南側へ数個の石を掻き出した痕跡が見られる。角

張った拳大の礫５１個からなるが，安山岩，凝灰岩が

主である。２～６号集石は掘り込みを有しないもの

である。石材はいずれも安山岩と凝灰岩を主とする

もので，２号集石はＧ－９・１０区で検出され，９１個

の角礫からなる。３号集石はＤ－１２区で検出され，

６１個の角礫からなる。４号集石はＥ－４区で検出さ

れ，２４個の礫からなる。５号集石はＤ－１２区で検出

され，１９個の礫からなる。６号集石はＤ－１２区の遺

跡の最頂部の北面する緩傾斜地において検出され，

３０個の角礫からなる。
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　土器，石器とも多種多様に出土しているが，土器

は，９類に分類される。また，石器は礫器，石斧，

磨石など多様である。
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　Ⅰ類土器は，口縁部は縦位ないし斜位の短い貝殻

刺突文を施し，その下に貝殻刺突文を横位に廻らせ，

胴部は，貝殻条痕文の上に沈線状の貝殻条痕文や刺

突文などを重ねる土器である。器形は円筒形のもの

－１０－
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（１～１３）と角筒（１４～２８）のものがある。１～５

は，口唇部が平坦で，口縁部は直行する。口縁部に

縦位の貝殻刺突文を施し，胴部には，横位の条痕文

に斜位や縦位の直線や流水状の条痕を施している。

１と３は，口縁部の縦位の間隔のあいた貝殻押引文

を施している。４は，斜位の条痕文に，貝殻の肋

（ろく）を使用して１．５～１．８�間隔の貝殻刺突文を

施している。６～１３は胴部で，横位または斜位の条

痕文に縦位の波状文，斜位の直線の条痕を施してい

る。１４～２８は，角筒形の口縁部をもつ土器である。

１４～２１は口縁部に縦位の貝殻刺突文を施し，その下

を１～２条の横位の貝殻刺突文で区画している。胴

部は，横位の条痕文の上に縦位ないし斜位の波状も

しくは直線の条痕を２重に施している。２８は，縦位

の条痕文のみで構成されている。

　２９は底部であるが，円形の形状からは，円筒，角

筒のどちらの器形に属するかは不明である。

－１１－
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　Ⅱ類土器は，平坦な口唇部に刻目を有し，口縁部

に貝殻刺突文を横位または斜位に施すものである。

個体によって楔形の貼付文の有無がある。また，胴

部は貝殻刺突による施文のある土器である。

　３０～４８は口縁部である。その内３０～４０は楔形の貼

付文をもつ。口縁部に横位の貝殻刺突文を２～３条

施し，下位に楔形の貼付文を施している。３２は，内

面に補修孔の穿孔途中のものがある。４１～４８は，楔

形の貼付文のないもので，縦位の貝殻刺突文を施し

ている。４８～７７は胴部である。主に，縦位の貝殻刺

突文を施す。５２・６４・７３は，縦位の施文に斜位の刺

突文を重ねている。
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　Ⅳ類土器は口縁部が外反し，口唇部に刻目を有す

る。口縁部に貝殻刺突文が廻り，胴部には貝殻条痕

文が綾杉状に施されている土器である。

　９３は胴部の調整が綾杉状の調整ではなく，貝殻条

痕文を横位に廻らしている。また，口唇部の形状も

内面に稜を有することから，Ⅳ類土器よりも古い時

期の可能性が高い。

　９４～１８１は口縁部である。９４～１０２は口縁部に横位

の刺突文を廻らしている。口唇部は平坦で刻目がみ

られる。９４の刻目は鋸歯状に施されている。９８には

刻目がみられない。胴部には綾杉状の条痕文が施さ

れている。１０２～１０６は口縁部に横位の貝殻刺突文が

施され，その直下に二枚貝の肋を用いて，貝殻刺突

－１４－
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　Ⅲ類土器は，口縁部が円筒形で外反し，口唇部に

は平坦面を有する。口縁部には横位の貝殻刺突文が

廻り，その下には楔形貼付文が密接に施されるもの

や緻密な貝殻刺突文を施すことで楔状を呈する。胴

部には，横位の貝殻押引文を施している土器である。

　７９・８０は口縁部で，８０は口縁部に短い縦位の貝殻

刺突文の下位に，深い貝殻刺突文を廻らせることで

太い沈線文を施しているようになっている。

　８１～８３は胴部である。８３は底部に近い胴部で，下

部に沈線を廻らせている。８４～９２は底部である。底

部は縦の条痕文だけであることから，明確に判断の

できないものもある。８４～８７は，縦位の貝殻刺突文

や貝殻押圧文に縦の条痕を重ねていることからⅡ

類・Ⅲ類の底部である。
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－１７－
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状の方形刺突文を施している。１０５は貝殻刺突文の

下部の刻目がはっきりしないが，１０７と同一個体の

可能性がある。

　１０７～１１２は横位の貝殻刺突文の下に斜位の貝殻刺

突文を施している。胴部が残存しているものは貝殻

条痕文により器面調整している。１１３～１３５は口縁部

に斜位の貝殻刺突文を施している。１３２・１３３は口唇

部に鋸歯状の刻目がみられる。

　１３６～１６０は口縁部に羽状の貝殻刺突文を施してい

る。１４６～１４８・１５１・１５２の口唇部は鋸歯状の刻目を

－１８－
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－２０－
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－２１－
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施している。１５４は，口縁部内側に貝殻刺突文を施

している。１６１・１６２は斜位と縦位の貝殻刺突文を鋸

歯状に施している。口縁部への施文はみられない。

１６３～１６９は口縁部が縦位の貝殻刺突文を施している。

１６７は口唇部に貝殻刺突文を廻らせている。１７０は横

位の貝殻刺突文の下部に貝殻条痕文等の調整がみら

れない。１７１は貝殻刺突状の方形刺突文の下に縦位

の条痕が施されている。１７２～１７４は貝殻刺突状の方

形刺突文を施している。１７７～１８１は，口縁部が山形

になる。１７６は横位の貝殻刺突文を施し，胴部は綾

杉状の条痕文が施される。口縁は外反せず，ほぼ直

行する。

　１８２～２５８は胴部である。ほとんどが綾杉状の貝殻

条痕文が施される。２５８は底部付近であるが，縦位

の貝殻条痕文が施される。

　２５９～２８５は底部である。２５９・２６０は綾杉状の貝殻

－２２－
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条痕の調整の下位に横位の貝殻条痕文，その下部は

刻目が施される。２６１～２６６は横位の貝殻条痕文で調

整され，刻目が施される。２６６の刻目は鋸歯状であ

る。２６７～２６９は斜位の貝殻条痕文に刻目が施されて

いる。

　２７０・２７１は横位の貝殻条痕文のみの調整である。

２７２～２７６は刻目のみが施されているものである。

２７３は鋸歯状の刻目が施される。２７４は縦位の貝殻条

痕文の下部に刻目がみられる。２７８は斜位の貝殻刺

突文が施される。２７９～２８１は縦位と斜位の貝殻条痕

文が施されている。２８２～２８５は剥落などにより調整

がはっきりしない。

�����������	

　Ⅴ類土器は，２８６の１点のみの出土である。口縁

部に沈線を廻らし，胴部への施文は特にない。Ⅵ類

土器は，口縁部が外傾あるいは直行する器形をもち，

器面に貝殻刺突文による施文をもつ土器である。

　２８７～２８９は口縁部である。形状が小片のため細部

が判明しないが，口縁部の外反が顕著でないため，

Ⅳ類土器とは分類した。口唇部への刻目も観察され

る。

　２９０は胴部である。貝殻刺突文が，羽状に施され

ている。

－２４－
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　Ⅷ類土器は器面に山形・楕円・格子目の押型文を

施文するものである。

　３１１～３２１は山形の押型文土器である。３１１～３１４は

口縁部である。３１１～３１３の口縁部は，内湾もしくは

直行し器壁が厚い。３１４は口縁部が外反することか

らこれ以前の土器とは時間差があるものと考えられ

る。３１５～３２０は胴部である。縦方向の施文が多い。

３２１は底部である。縦方向の施文が施してある。

　３２２～３３２は細かい楕円の押型文土器である。

３２３・３２４は口縁部で，緩やかに外反する。

　３２５～３２９は胴部である。３２６は補修孔がある。

　３２９～３３１は口縁部内面に櫛状の施文を施し，外面

は内面部分の文様が施された部分で稜を作り，その

下に細かい楕円の文様を施している。口縁部は緩や

かに外反する。

　３３２～３３５は格子目押型文土器で，同一個体と思わ

れる。３３２は口縁部で緩やかに外反する。３３３～３３５

は胴部である。
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　Ⅸ類土器は，口縁部が外反するもので，変形撚糸

文を施す土器である。３３６～３３８は口縁部が緩やかに

外に開き，下から上に撚糸文が施されている。３３９

～３４２は胴部である。

　Ⅹ類土器は，口縁がラッパ状に開き，胴部は垂直

に伸びる形態をする。胴部に沈線で区画しその間を

網目撚糸文を施す土器である。

　３４３は屈曲する口縁部である。内外面を横ナデ調

整後に，貝殻の肋による押引文を２条，貝殻腹縁部

の刺突文を横位に施す。３４５は口縁部の屈曲部分で

ある。隆帯部分に貝殻の肋による縦位の刺突文を施

す。３４４・３４６は箆描き沈線により区画された範囲に

網目撚糸文を回転押捺している。３４７は刺突連点文

を廻らし，箆描き沈線文を施している。

－２６－
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　Ⅶ類土器はバケツ形の形状をなし，櫛状の工具に

より流水状・羽状に施文する土器である。

　２９１は完形復元できた土器である。口縁部径２１．２

�，器高２４．２�を測る。口縁部は横位の施文がされ，

以下は羽状に近い施文が施される。

　２９２～２９９は口縁部である。２９５は縦位の条痕文で

ある。他の土器は羽状及び流水状の施文である。

２９４は，穿孔途中の土器で補修の痕跡をもつ。

　３００～３０７は胴部である。流水状・羽状に箆状工具

により施文が施されている。

　３０８～３１０は底部である。３０８・３０９は斜位や横位の

条痕文の下部に鋸歯状の刻目が施されているが，

３１０には刻目はみられない。
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　３４８は，頁岩製の叩石である。大部分に自然面を

残し，先端部が使用のため欠損している。

　３４９と３５１は打製石斧である。３５１は刃部欠損し，

表面に装着ずれと思われる摩滅痕が見られる。３５１

は大型の剥片の下縁に表裏両面に簡易な二次加工を

施しており，擦痕も観察できる。側縁部から上部に

かけては表裏とも微細な二次加工が施されている。

　３５０は蛇紋岩製の磨製石斧である。短冊形で全体

に研磨痕が見られ，側縁部・刃部ともに研磨による

明瞭な稜の形成が見られる。刃部左側に顕著な使用

痕（微小剥離痕）が観察でき，左側縁部にかけて欠

損が見られる。

　３５２は石錘である。右側縁部の自然面の抉りを利

用し，左側縁部に剥離を施している。敲石としても

使用しており，上部に敲打痕が観察できる。

��������	
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　３５３は礫器である。最大長１５．７�，最大幅２１．３�，

厚さ３．５�，重さ１．０５�の大型の素材剥片の下縁に

表裏両面への簡易な二次加工を施し，刃部を形成す

る。両側縁には裏面への二次加工が認められる。

　３５４は頁岩製の石�である。横形で素材剥片の剥

離面を表裏面ともに残す。右側縁部の二次加工はつ

まみ部を形成する意図が見られる。刃部が下部に形

成され，上部の一部は欠損している。

－３０－
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　縄文時代早期の磨石は，１２点を図化した。６�未

満を小型，６～１１�を中型，１１�以上を大型とした

場合，縄文時代早期の特徴として同遺跡晩期に比べ

ると中～大型の磨石が比較的多い点が注目できる。

石材は安山岩，砂岩である。３５５と３６４は火熱を受け

ている。また，敲打痕や研磨痕から分類すると以下

のような用途が考えられる。

　・　敲打痕が観察できないもの（３５５・３５７・３６３）

　・　敲打痕が１～３カ所に集中したり（３５６・

３５８・３６２・３６４）側縁部全体に敲打痕が分散し

たり（３５９・３６０・３６６）敲石としての用途が考

えられるもの

　・　表裏面及び側縁部全体に敲打痕が見られ

（３６１・３６４・３５９），凹石としての用途が考えら

れるもの

　・　全体的に研磨痕が明瞭（３５７・３５８・３５９・３６２）

で磨石としての用途が主体であったもの

－３１－
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　遺構は検出されなかった。

　�　遺物（土器）

　Ⅲ層の中位から出土するものである。土器は，

�，�類に分類される。

����������	

　�類土器は，口縁部は直行または，外反し口縁部

から底部にかけて，横位，斜位，縦位の短沈線文を

棒状の工具を使用して施文する土器である。

　３６７～３６９，３７２～３７４，３８１は口縁部である。３６９は

波状を呈する。口唇部には，刻目を持つ。口縁部は

箆状工具を用いて横位に縦列横線文を施した後に鋸

歯文を施している。その下部には，数条をまとまり

とする沈線を縦位に交互に施している。口縁部内面

には横位に４条の縦列横線文を施している。器面は

調整後に横撫でしている。３７３は４条の沈線文の下

部に折帯文が施される。３７４は貝殻条痕による器面

調整後に横撫でしている。内外面には箆状工具によ

る刺突文を廻らし，下部内外面には４条の沈線を横

位に施している。３８１は，屈曲部分の上部を箆状工

具による縦位の沈線，屈曲部を刺突列点文，下部を

縦列横線文で施している。

　３７０・３７１・３７５～３８０は胴部である。３７０・３７１は数

条をまとまりとする沈線を縦位に交互に施している。

３７５は上部から順に，箆状工具による沈線文，刺突

列点文１条，鋸歯文，沈線文５条，刺突列点文を施

している。３７６は内面に貝殻条痕による器面調整後

に刺突列点文を施している。３７７・３７８は，上部に箆

状工具による短い縦列横線と端沈線を羽状に施して

いる。３７９は箆状工具による沈線文と刺突列点文を

波状に施している。

　３８２は底部である。箆状工具により器面調整され

ている。

－３４－
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　�類土器は，口縁部が直行ないし外反し，山形の

器形を持つものもある。口縁部内面に貝殻刺突や貝

殻連点文を施し，沈線，貝殻刺突文で横位または斜

位の施文を施す土器である。

　３８４～３８９，３９６～３９８は口縁部である。３８４は口縁

部に縦位の貝殻刺突文を緻密に施している。その下

部には，三角形に区画した中に折帯文を施し，内面

は貝殻の肋をロッキングして施文しており端部内外

面とも撫で消している。３８５は刻目突帯文を廻らせ，

胴部には斜位と縦位に貝殻連点文で区画し，Ｖ字，

斜位の沈線文を施している。口縁内面には口縁に

沿って貝殻刺突文と貝殻連点文を施している。３８６

は刻目突帯文を廻らし，下部に斜位の沈線文を施し

ている。内面は貝殻連点文を施した後，撫でている。

３８９は刻目突帯文を廻らし，内面に貝殻連点文を施

している。３８７・３８８は内外面に貝殻刺突文を施して

いる。３８８は３８４と同一個体の可能性がある。３９７は

貝殻条痕文を施している。３９８は口唇部，口縁部に

貝殻連点文を施している。３９７・３９６は貝殻条痕文が

施され，内面は丁寧に横撫でされている。

　３８４，３９０～３９５，３９９・４００は胴部である。貝殻刺

突文，貝殻連点文，沈線文を斜位あるいは縦位に施

す。３９１・３９２は内面にも貝殻連点文を施している。

４００は箆状工具による刺突文を施している。

－３６－
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　縄文時代中期・後期は，Ⅲ層下部において出土す

るものである。遺構は検出されず，遺物は出土量が

少なく，小破片が多い。
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　 類土器は，口縁部が内反し，キャリパー状の器

形をしている。平底の底部からいったん垂直に立ち

上がり，その後外側に開き胴部に至る。４０２は頸部

から口縁部下部に当たり横位の沈線文がみられる。

４０４は器壁が薄く，滑石を混ぜた胎土である。

　 類土器は胴部に縄文を施文する土器である。

４０１は内湾する口縁部，４０３は胴部で地紋に縄文

（４０１はＲＬ，４０３はＬＲ）が施文される。４０３は胴

部の頸部に貼付突帯文を有する。

����������

　 類土器は，胴部に２重沈線や太い凹線状の沈線

を施文したり荒い条痕を施したりする土器である。

　４０５は棒状施文具により凹線文を施している。２

は，撫でによる器面調整後に，凹線文を曲線状に施

文している。４０６は２重沈線で曲線文様を上下に並

べて施文している。４０７は欠損した波状口縁を含む

胴部である。撫でによる器面調整後に凹線文を曲線

状に施文している。刺突による連点文を廻らし，下

部に箆状工具による凹線を羽状に施文する。４０８は

口縁部である。口唇部は丸く，平行沈線による菱形

文を施文している。

　４１０は胴部であり，凹線文による円形の文様を施

している。

　４０９は底部から外開きに立ち上がり，途中で内傾

し，そのまま直行して口縁部に至る。器面は内外面

共貝殻条痕により調整している。
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　縄文時代晩期は，Ⅲ層上部において出土するもの

である。遺物・遺構は土器，石器ともに数多く出土

している。

　�　��

��������

　集石がＨ－１０区から１基検出されている。拳大の

約３３個の石で構成され，傾斜に沿って石が数点積ん

である。赤色に変色した石が一点確認できたが，そ

の他の石には，焼成の痕跡がみられず，掘込みや　

供伴する土器は検出されなかった。

－３９－
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　縄文時代晩期の粗製深鉢形土器が，２基検出され

た。１号埋設土器は，Ｇ－６区から口縁部を上にし

て埋設されていたが，当時の掘込み面は確認できな

かった。２号埋設土器は，直径約８０�の円形の土坑

に口縁部を下にして埋設されていた。いずれの土器

も小破片で損傷が激しく，復元するまでに至らな

かったが，残存部位から黒川式土器の新しい段階の

ものと思われる。
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　遺跡の低地部分の西側に集中しているが，稜線部

に集中しているのは，石鏃など狩猟具である。土器

は，粗製深鉢形土器，精製浅鉢形土器などが出土し，

石器は，石鏃，打製石斧，叩石などを主として多数

出土している。
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　深鉢形土器，浅鉢形土器など様々な器形の土器が

出土している。そこで，深鉢形土器，浅鉢形土器，

またそのどれにも当てはまらない小鉢形土器，その

ほかの土器など，器形によって口縁部の外反，ある

いは外への傾き，直行，内湾など口縁部の長短など

によって分類を行った。

�����

　口縁部

�������������	　　

　４１４～４２６の��a類土器は，口縁部が直行もしくは

外に開き，口縁部の幅は広く，数条の沈線や条痕を

持つ粗製土器である。４１２～４１４は口縁部に丸い棒状

工具を使って，３～４条の条痕を施している。４１５

～４２４は口縁部に明瞭な横位の条痕を施している。

４２５・４２６は条痕が不明瞭で横位に薄く施してある。

口縁部は外への開きが大きくなってきている。
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　４２７～４４１の��b類土器は肩部を持ち，口縁部が緩

やかに外反し，頸部に至る部分に段の付く器形がみ

られ，器壁もａ類に比べて薄い。口縁部の広い文様

帯には沈線が消失し，貝殻条痕が施されるものもあ

る粗製土器である。また，口縁部や頸部にリボン状

の突起を持つものがある。

　４２８と４３１は口縁部が狭いことからａ類からの移行

期に相当すると考えられる。４２８～４３０は頸部と胴部

を分ける段が付く。４３２は口縁部に段が付くが，頸

部との境に付く段とは異なる。

　４３６～４４１は口縁部にリボン状の突起を持つもので

ある。

�������������	
��

　４４２～４５１の��c類土器は，口縁部が厚く盛り上が

り，器形も立ち気味になる。口縁部や頸部に無刻目

の突帯が付くものもある粗製土器である。４４２は口

縁部と頸部が肥厚し，口縁部にはリボン状の突起が

付く。４４３は補修孔を穿ち，頸部が肥厚する。４４６は

口縁部が緩やかに外に開き三角形に無刻目の突帯が

付く。４４７は口縁部が直行し，肥厚した口縁部から

頸部に細い突帯が付く。４５０は口縁部が内反し，器

面全体に条痕が施される。４５１は肥厚した頸部から

口縁部が内傾している。

��������

　４５２～４５９は緩やかな「く」の字の屈曲やリボン状

の突起をもつ胴部の破片である。４５４は頸部に大き

なリボン状の突起が付く。４５９・４６０は胴部の屈曲部

のやや上に，あまりはっきりしない形のリボン状の

突起が付く。

��������	
�

　小径であったり器壁が薄かったり，精製土器で

あったりする土器の一群を深鉢形土器と浅鉢形土器

のどちらにも当てはまらないものを中鉢形土器とし

て分類した。

　４６０～４６６は緩やかに外反し，外傾する精製土器で

ある。４６０・４６３は口縁部が緩やかに外反し，内側に

沈線が入る。４６７～４７２は口縁部に直交する。４６７は

貝殻条痕を施された口縁部に穿孔された補修孔を持

つ。４７２は穿孔途中の凹みを持つ。４６９～４７１は口縁

部が肥厚する。

　４７３・４７４は口縁部が内傾する。４７３は口縁部が肥

厚し段を持つ。
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－４９－
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　底部の破片と分かるものの中で，半分以上が残存

しているもの３３点を図化した。

　４７５～４８５は器底が比較的薄く，内湾しながらすぼ

まり，器底の張り出しが小さいものである。

　４８６～４９３は器底が比較的薄く，胴部と底部の境が

明瞭で，器底の張り出しが大きいものである。

　４９４～４９６は器底が比較的厚く，内湾しながらすぼ

まり，器底の張り出しが小さいものである。

　４９７～５０７は器底が比較的厚く，胴部と底部の境が

明瞭で，器底の張り出しが大きいものである。
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－５０－
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　口縁部から頸部の長さや沈線，玉縁の有無，口縁

部の形状や全体の器形など長さや形状，形態を加味

しながら分類を試みた。

　５０８～５４４の���類土器は，肩部が「く」の字に内側

へ屈曲する精製土器である。５１１は口縁部が短いな

がら，大きく外に外反する。５３１は補修孔を持つ。

５４２～５４４は口縁部が広く，肩部の屈曲の短い精製土

器である。５４３は補修孔を持つ。

　５４５～５６３，５８０の���類土器は，肩部が丸みをおび

る精製土器である。口縁部が，頸部から肩部までの

長さより短く，沈線や玉縁，リボン状の突起を口縁

部に持つものもある。５５３・５５４・５５６はリボン状の

突起を口縁部に持つ。５６２は頸部と胴部に沈線を持

つ。

　５６４～５７７の���類土器は，口縁部が平坦，あるいは

山形の器形を持ち，胴部に沈線あるいは丹塗りを伴

う精製土器である。５６５・５６６・５６８は口縁部だが，

小破片のため平坦な口縁として図化したが，山形口

縁の可能性が高い。５７３～５７６は沈線の中に丹が残る。

　５７９，５８１～５９５は椀型の浅鉢形土器である。５８１は

口縁部に沈線を持つ。５８５は口縁部が内湾する。

５８８・５９３は補修孔を持つ。

　５９６～６０４はどの分類にも当てはめることのできな

かった精製浅鉢である。５９６は棒状の工具で器面に

縦横の細い沈線が刻まれている。５９８は口縁部に斜

位の貼付刻目突帯文が施されている。５９７は長方形

の小さな突帯が付くが，部位は不明である。

　６００はリボン状の突起を口縁部に，６０１は口縁部と

頸部の間に持つ。５９９は玉縁の山形口縁で丸底の土

器である。６０２は大きなラッパ状の突帯を口縁部に

持つ。６０３は棒状の突帯を口縁部に持ち内湾する。

６０４は大型の器形の胴部で，精製の鉢形土器である。
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　石鏃は，遺跡の北側斜面から平坦地に掛けて，Ｃ

－３～５区から１１点，Ｄ－３～５区から９点，Ｅ－

７・８区から２点，Ｆ－４・６～８区から１７点，Ｇ－

４・５区から５点，Ｈ～Ｋ－５～９区から各１点ず

つ５点，Ｌ－９区から４点，トレンチＤ（Ｇ－７・

８区）から４点，その他１５点の合計７２点が出土して

いる。

　素材は黒曜石，安山岩，頁岩，チャート，蛋白石，

鉄石英など豊富である。その内，黒曜石は，肉眼観

察によると上牛鼻産に類似するものが３点，三船産

に類似するものが１点，北西九州系（椎葉川産系２

点，針尾，淀姫産系１１点，腰岳産系１８点）に類似す

るものが３１点，合計３５点が出土している。

　分類は，左記の表のとおり，形態，長幅比率（鏃

身÷幅），基部形状によって行った。形態を胴部と

基部の比率で，ほぼ三角形をＡ，ほぼ五角形をＢ，

ほぼ丸形をＣの３類に分けた。長幅比は，１以上１．５

未満のほぼ正三角形のもの（正三角形）をａ，１．５

以上２未満のほぼ二等辺三角形のもの（二等辺三角

形）をｂ，２以上の縦長の三角形のもの（縦長の三

角形）をｃの３類に分けた。基部形状は，抉りの深

さによって，平坦なものをａ，浅いものをｂ，深い

もの（抉りが深く形態がＶ字になるもの）をｃ，抉

りが丸くＵ字状になるものをｄ，の４類に分類した。

　石鏃は打製で，ほとんどのものが入念な交互剥離

により調整されている。７２点中２８点が破損しており，

先端部が破損しているものは１０点，基端の片方が破

損しているものは９点，基端の両方が破損している

ものは１点，形状が不明なものが８点である。なお，

形状が不明な８点は，掲載していない。

－５７－

形
　
　
態�

長
幅
比
（
鏃
長
／
幅
）�

基
部
形
状
態�

Ａ  三角形� Ｂ  五角形� Ｃ  丸　形�

ａ 正三角形�
（ａ＜１.５）�

ｂ 二等辺三角形�
（１.５＜ｂ＜２）�

ｃ 縦長な三角形�
（ｃ＜２）�

ａ （平坦）� ｂ （浅い）� ｃ （深い）� ｄ （Ｕ字状）�

�����

������������	
�

��������
��

�����
��
��

��
�� ��

�����������������������

��
�

���������������������
��������	���������	
������������������

�������������������������
������������	
������������������
�����������������������
���������������������������

��������������������	
���������������������
��������	���������	
�����������������
��������	��������	�������������
��������	��������	��������������
��������	��������	��������������������

�������������	��������	������������������
��������������������
������������������������
������������	
��
������������

��
�

�����������������������������������
���������������������������������

��������������������
������������������

�����������������	�������������
��������������������������
���������������	������������

�����������������������



－５８－

��������	
��
�����



－５９－

��������	
��
�����



－６０－

��������	
��
�����



－６１－

��������	
�

��
�������

�����������������
����

�����������������������������

��
�

�������������������������������
������������������������������
����������������������������������
��������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
����������������������������
������������������������������
�����������������������������
���������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������
�����������������������������
����������������������������������
������������������������������
�����������������������������������
������������������������������
��������������������������������
��������������������������	
���������
���������������������������������
�������������������������	
���������
�����������������������������

��
�

���������������������������������
�������������������������	
���������
���������������������������	
���������
��������������������������������
��������������������������	
���������
�����������������������������
���������������������������������
��������������������������������
�����������������������������������
���������������������������
����������������������������������
��������������������������������
����������������������������
���������������������������������
�������������������������	
���������
�����������������������������
�����������������������������
���������������������������	
���������
�������������������������������
���������������������������������
�����������������������	
��������

��
�

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
����������������������������������
����������������������������
������������������������������
�����������������������������
������������������������������
��������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
����������������������������
�������������������������������
��������������������������������
���������������������������������
����������������������������������



��������	
��
��

　６６９・６７０は小型の石�で，石材は６６９がチャート，

６７０は黒曜石である。横型で全体に両面からの細か

な交互剥離が施される。両側縁には，使用による微

細な剥離が観られる。６７１は５４×４３�の横型の石�

で，石材は黒曜石である。自然面を残し，片面を剥

離調整している。

　６７２・６７３はスクレイパーである。６７２は下部に押

圧剥離による加工を施し，刃部形成が行われている。

６７３は硬質頁岩製で，背部に瘤状の突起を形成し，

突起と左刃部背面に摩耗がみられる。

　上記の黒曜石の原産地は，肉眼観察によると，上

牛鼻産系のものである。

－６２－

��������	
��
������������

��
�������

�����������
��

��
��

����

�������������������������

��
�

��������������������������

����������������������

����������������������������

���������������������������

��������������������������

���������������������������

�������������������������

��������������������������

����������������������

�������������������������

���������������������������

�����������������������

��������	

��
�������

�����������
��

��
��

����

�������������������������

��
�

������������������������������

�������������������������������

����������������������������������

������������������������

������������������������������

��
�

������������������������������

�������������������������

����������������������������������

���������������������������

�����������������������������������

�����������������������������

����������������������������

���������������������������

���������������������������������

�������������������������������



��������	
��

　６７４・６７９は縦型のスクレイパーである。６７４は両

面から細かな交互剥離が施され，細かな段をつけて

刃部を形成している。側縁部に，使用痕によると思

われる刃部の摩耗が見られる。６７９は抉りを形成し，

両面から細かく微細な剥離を行い側縁部を形成して

いる。６７９を除く６７５～６８２は，横型のスクレイパー

である。小さく浅い角度で段を付け，刃部を形成し

ている。６７６は横長の剥片を使用している。６８３は自

然のデイサイトの円礫を用いて，側縁部に細かな形

成を行っているが，半分が欠損している。６８４は左

背面に自然の節理面を残し，側縁部及び先端部に掛

けて細かな交互剥離を行い刃部を形成している。先

端部の刃部には摩耗が見られる。形状や摩耗から石

槍の可能性もある。
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　ＨＩ－５・６区，ＣＤ－４・５区と大量に石器が包

含層内から出土した。石斧や石錘のデポが２カ所見

つかっているが，これも包含層内の出土である。
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　石錘は１３点出土している。６８５～６８７は小型の石錘

である。６８５は加工のしやすい珪藻岩を楕円球体に

磨き調整した上に，溝を縦横に刻み込んでいる。

６８６は上下部の形状を平坦に研磨調整している。６８７

は滑石製品で，穿孔した部分から縦に欠損したもの

である。６８８～６９７は両面に自然面を残す扁平な方形，

楕円形の礫を素材とし両側縁に両面から剥離し，抉

りを調整している。
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　石斧は磨製石斧・局部磨製石斧・打製石斧があり，

破損品を含めて６９点出土している。加工方法や刃部

の形状，肩部の有無によって分類を行った。

　６９８～７１３は磨製石斧である。６９８～７００は磨製製品

を再加工し刃部形成したものである。形状から６９８

～７０１は石のみである可能性もある。７０７は蛇紋岩製

－６７－
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のばち型をした磨製石斧である。７０８は磨製石斧を

横長剥片を使用し，極部的に摩耗痕がある。７１１～

７１３は欠損した刃部である。７１３は刃部欠損後，基部

を使って再加工し，刃部を形成している。

　７１４～７６７は打製石斧で，７１４～７２０は短冊形の石斧

である。７１６は頸部に，７２３は背面に装着痕がみられ

る。７１８は刃部，側縁部を使用により摩耗している。

７２１～７６７は有肩石斧である。７２１は肩部から側縁部

にかけて，７２３は背面に，７２５は肩部に，７２６は右側

面にそれぞれ使用による摩耗がある。また，７１４と

７２６は磨製石斧を再加工して刃部を形成して使用し

ている。

　７２７～７３７は有肩の打製石斧で刃部と基部の差が不

明瞭なものである。７２８・７２９・７３１・７３２・７３５・７３７

は，刃部に使用による摩耗がみられる。特に７３１は

刃部，側縁部に，７３３は背面部全面に及ぶ。

　７３８～７４８は有肩の打製石斧で，刃部と基部の長さ

が，同じかあるいはやや刃部の長いものである。ほ

とんどの刃部，側縁部に使用による摩耗がみられる

が，７４０・７４１・７４４には摩耗がみられない。７３８・

７４１には頸部に装着痕が残る。７４６は刃部に再加工を

施している。７４４は自然の節理面を有し，刃部が欠

損しているが，使用の痕跡がみられない石斧である。
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－７６－

　７４９～７５３は有肩の打製石斧で，ラケット形をした

ものである。７４９を除くほとんどの石斧の刃部に使

用による摩耗がみられる。７５０は厚さが０．８�と薄い

ことから他とは別目的の使用が考えられる。

　７５４～７６０・７６３は，有肩の打製石斧でばち形をし

たものである。ほとんどの刃部には使用による摩耗

がみられる。７５７は肩部下の側縁部に摩耗がみられ

る。７５６～７５８・７６０には頸部に装着痕が残る。

　７６３は斧長２０．７�，最大幅１２．９�，厚さ３．３�，基

部８．４�と本遺跡最大の石斧である。刃部に使用に

よる摩耗がみられるが，再加工による刃部の形成は

みられない。

　７６１・７６２・７６４・７６５は有肩の打製石斧で，側縁部

が刃部となる靴形をしたものである。７６１・７６２は，

使用による摩耗によって刃部がつぶれている。

７６１・７６５の頸部には装着痕がみられる。

　７６６・７６７は前述のどの形にも当てはまらないもの

である。７６６は基部に自然の節理面を残し，摩耗は

みられない。側縁から刃部に掛けて刃部形成の調整

痕がみられる。７６７は磨製石斧を再加工して，基部

を再加工して，刃部を形成している。
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－７８－
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　７６８～７７２の５点である。７６８は側縁部を平面に磨

き，基部や刃部に調整敲打痕がみられる。７６９～７７２

は敲打や押圧剥離による刃部調整を両面から行って

いる。
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　７７３は安山岩の自然礫に穿孔を施した錘飾である。

穿孔部から欠損している。

　７７４は緑色をした石の勾玉である。出土状況は，

Ｆ－５区の包含層出土である。

　７７５は土製の勾玉である。焼成は良好で黒色を呈

し，丁寧なヘラミガキが施される。穿孔付近に沈線

文が施してある。
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　円礫を用いた磨石で，磨石のみの機能を持ったも

の，磨石と敲石の機能を持ったもの，磨石，敲石，

凹石の機能を持ったものがみられる。７７６～８２６，

８７０～８８１は磨石の機能のみ持つものである。石材は

砂岩や安山岩のものが多い。８２７～８９７は磨石と敲石

の機能を持ったものである。８３４・８４４・８５２・８５９・

８９１・８９３・８９４・８９６は，凹石の機能を兼ね備えたも

のである。８７８の石材は，鉱物の組み合わせは花崗

岩に類似しているが，粒子は，花崗岩より小粒であ

り断定できなかった。

　８９９は敲石である。縦長のばち状で，全体を磨い

て整形している。底部に敲打による剥離がみられる。
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　石皿は８点を図化した。主に安山岩，砂岩

を石材に用いたもので，ほとんどが自然礫を

利用したものである。９０３・９０４は砂岩の節理

面を利用して形を整えて使用している。９０６

は使用面に溝が走っていることから攻玉砥石

の可能性がある。９００・９０５は作業面に敲打痕

がみられる。　
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　軽石製品は１２点出土している。円形もしく

はそれを加工したもので，気泡の大きなもの

と小さなものがある。９１５は片面の中央部に

途中まで穿孔又は窪みを付けている。また，

その窪みの端部に，両面から穿孔し貫通して

いる。９１３は橙色をした軽石で角を削って抉

りを付けている。９０８は正面下部に，角のあ

るもので筋を付けた痕跡がある。

－８８－

��������	
��
�������

��������	


��
�������

�����������
��

��
�� ����

�����������������������

��
�

�������������������������

�������������������������

�������������������������

��
�������

�����������
��

��
�� ����

�������������������������

��
�

�������������������������

��������������������������

�������������������������



－８９－

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


��
�
�
�
�
�



－９０－

��������	
��
��������



－９１－

��������	
��


��
�������

�����������
��

��
�� ����

�������������������������

��
�

�������������������������

�������������������������

��������������������������

������������������������

��������������������������

�������������������������

�����������������������

�������������������������

��������������������������

������������������������

��
�

��������������������������

�����������������������

�������������������������

������������������������

��������������������������

��������������������������

�������������������������

���������������������������

����������������������

��������������������

��
�

���������������������������

�����������������������

��������������������������

��������������������������

�������������������������

�����������������������

��������������������������

�������������������������

�����������������������

���������������������

�����������������������

��
�

�����������������������

�����������������������

������������������������

�����������������������

��
�

�����������������������

�����������������������

�����������������������

�����������������������

����������������������

���������������������

�����������������������
���
����������������������������

������������������������

���������������������������

�����������������������

��������	
�	�

��
�������

�����������
��

��
�� ����

������������������������

��
�

�����������������������

����������������������

�����������������������

������������������������

������������������������

�����������������������

������������������������

������������������������

�������������������������

��
�

�������������������������

������������������������

������������������������

������������������������

�������������������������

��������������������������

������������������������

�����������������������������
��
� ��������������������������

��������������������������

���������������������������

��
�

�������������������������

���������������������������

����������������������������

��������������������������

������������������������

��
�

��������������������������

���������������������������

�������������������������

��������������������������

��������������������������

����������������������

������������������������

�����������������������

���������������������������

��������������������������

������������������������



��������	
�

　弥生時代の遺構・遺物は多くはないが中期を中心

に出土している。また，遺構も小児用合口壺棺が検

出されるなど貴重な資料が得られた。
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　遺構は，Ｇ－１１区Ⅲ層上面において小児用合口壺

棺１基が検出された。

　長軸５３�，短軸４０�，深さ２３�の楕円形の土坑内

に壺形土器２個体が合わさった状態で検出された。

西側に約５０度傾いた状態で安置されている。蓋にな

る壺は，全面丹塗りの広口壺で須玖式土器と思われ

るものである。身になる壺は黒髪式土器と思われる

ものである。土坑内及び壺棺内からは副葬品などは

検出されなかった。また，蓋になる壺の口縁部は意

識的に欠いてある。上の壺（９１９）は口縁部を欠損

するものである。底部は径７．２�のわずかなあげ底

で，胴部の最大径は器高の半分よりやや上位にある

ものと思われ，その部分にＭ字状の突帯を廻らす。

突帯部分から頸部は内湾してしまり，口縁部は直行

気味に立ち上がった後外反するものと思われる。口

縁部は欠損するものの，単純口縁部の可能性が高い

ものである。頸部から口縁部へかけて縦方向の暗文

が施され，全面に丹塗りでヘラ磨きがなされている。

ヘラ磨きは４分割磨きである。下の壺（９２０）は口

縁部径１９．２�，器高３０．３�を測るもので，底部は凸

レンズ状を呈する。胴部はあまり張らずに頸部へ至

るもので，口縁部は頸部からゆるやかに外反するも

のであるが，口縁端部近くで屈曲するものである。

外面は板ナデ，内面はハケ目調整が認められる。

－９２－
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　弥生時代の遺物は多くはないものの，前期から後

期までの土器がみられる。また，石器については４

点が出土している。９２１～９２３は胴部に刻目突帯を廻

らすものである。９２４～９３１は口縁部が短く逆Ｌ字状

に外反するもので，胴部に三角突帯を廻らすもの

（９２４～９２５），沈線文を廻らすもの（９２７）がある。

９２９は口縁部に焼成前の穿孔がみられるものである。

９３３・９３５は口縁端部を分厚く仕上げて外反状にする

ものである。９３５は口縁内面に突起を有する。９３４は

口縁部が内湾し内面に突出するもので，口縁部直下

に三角突帯を廻らす。９３７は高坏ではないかと思わ

れるものである。口縁部は平坦に仕上げ，Ｔ字状口

縁を呈する。口縁内面に突起を有し，口縁部平坦面

には分割暗文がみられる。９３８は壺の口縁部である。

９３９～９４２・９５１～９５７はくの字状口縁の甕形土器であ

る。９３９はやや張った胴部からわずかに内湾し口縁

部へ至る。口縁部は分厚くくの字状に外反し内面に

突出部を有する。胴部上位に細い沈線文を廻らす。

９４０～９４６は口縁内面に突起を有するものである。

９４０・９４３はしゃくれ気味の口縁部である。９４６は口

縁部径２３�，器高２５．７�を測るもので，中空の脚台

からあまり開かず立ち上がる。胴部上位がわずかに

張った後内湾し，口縁部へ至る。口縁部はくの字状

に外反し，内面に突起を有する。外面はハケ目調整

である。９４７～９５７は内面に突起を有しないものであ

る。９６０は口縁部がなだらかに外反し，内面の稜線

が明瞭ではない。９４３～９４９は三角突帯を廻らすもの

である。９５８・９５９は底部でわずかに凹みをもつ脚台

である。９６１は口縁部径１５�，器高１３．４�を測る鉢

である。平底の底部から胴部は膨らみ，口縁部はく

の字状に外反する。

　９６２～９６９は壺形土器。９６２～９６４は口縁部で９６３・

９６４は二叉状口縁である。９６６～９６９は三角突帯を廻

らすものであるが，９６６はやや広い突帯を１条廻ら

す。９６７～９６９はシャープな三角突帯を廻らす。

　９７０は平底の底部である。

－９４－
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　９７１は磨製石鏃。長さ３．６５�，幅２．１５�で全面に

擦痕が明瞭にみられる。９７３は長さ１３�，幅３．２�，

厚さ３．５�の柱状抉入片刃石器。断面はほぼ方形で

ある。基部よりやや下位にヒモ掛けと思われる抉り

を有する。刃部は抉り部へ向う片刃である。

　９７２は片刃の磨製石斧。刃部がわずかに広いがほ

ぼ長方形である。刃部は片刃で全面に擦痕が認めら

れる。９７４は石鎌と思われる。幅３．５�，長さ１１．８�，

厚さ１．５�の横長剥片を素材としたものでわずかに

湾曲するものである。両端にわずかな抉りが認めら

れ，内湾する範囲に交互剥離による刃部を形成する

ものである。

－９７－
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　古墳時代の遺構は竪穴住居跡８軒が検出されてい

るが，遺物包含層が削除されている部分が多く出土

量は多くはない。
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　遺構は竪穴住居跡が８軒検出された。１号住居跡

～７号住居跡は調査区の南西側の標高約３５ｍの部分

に集中しているが，８号住居跡については標高４０ｍ

の一段高い部分に単独で検出された。１～７号より

南西側には平坦面がのびるが，現状保存の処置が取

られたため未調査である。竪穴住居跡の広がりは未

調査部分へものびると思われる。
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　１号住居跡はＧ－５区において検出された。長軸

はほぼ南北で，南側と西側にベッド状に一段高く

なった部分がある。規模は４．０４×３．３４ｍ，深さ５０�

であるが，ベッド状の部分は２５�である。明瞭な柱

穴は検出されなかったが，ピット１及び２の２箇所

が可能性がある。遺物は土器片がまんべんなく出土

し，まとまったものはない。９７５は口縁部径２９．６�，

器高８．２�を測る蓋形土器。丸みを帯びた天井部か

ら口縁部は大きく外反し口縁端部はわずかに凹むも

のである。９７６～９８０は甕形土器。９７６は頸部に三角

突帯を廻らし口縁部は外反する。口縁内面にはかす

かに稜線が残る。９７７・９７８は口縁内面に稜を有せず

ゆるやかに外反するものである。９８０は胴部に刻目

突帯を廻らすものである。９８１～９８３は中空の脚台で

ある。９８４～９８８は鉢形土器。９８６は口縁部径１７�，

器高１１．３�を測る。やや厚手のもので，平底から直

線的に立ち上がり口縁部へ至るものである。９８５・

９８８は底部を欠損するものの脚台を有するものと思

われる。９８９～９９７は壺形土器。９８９・９９０は胴部が張

－９８－
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らず口縁部はゆるやかに外反する。いずれも胴部最

大径よりやや上位に刻目突帯を廻らす。９９１も胴部

は張らず胴部上位に突帯を廻らす。９９２は胴部が球

形状に膨らみ，胴部最大径の部分に刻目突帯を廻ら

す。９９３は口縁部径１０．１�，器高２１．９�，胴部最大

径１４�を測る細長い形状のものである。口縁部は頸

部から直行してから外反するものである。
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　２号住居跡はＩ－６区において検出された。長軸

はほぼ南北で，規模は３．２３×３ｍと方形に近い。深

さは２０�である。遺物は大型破片が多く，須恵器も

みられる。床面には炭化物・炭化木が多く，焼土も

みられる。また，南側には硬化面も認められる。柱

穴と思われるものは少ないが，ピット１・２の２箇

所が柱穴と考えられる。９９８～１０１３は甕形土器であ

る。９９８～１０００は口縁部径３０�以上の大型のもので，

胴部上位に刻目突帯を廻らし，口縁部は突帯部分か

ら内湾する。１００２・１００３は突帯を廻らすもの。１００５

～１０１３は中空の脚台である。１０１４～１０１６は鉢形土器
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と思われる。１０１４は口縁部が内湾する。１０１７～１０１９

は壺形土器。１０１７は丹塗りの広口壺。口縁部径１１．７

�，器高１６．２�を測る。平底の底部から胴部はあま

り張らず口縁部は直行気味に外反する。１０２０～１０２２

は高坏の脚部。やや細目の脚柱部から裾部へと広が

るものである。１０２３・１０２４は手捏ねの小型土器であ

る。いずれも指頭押圧が明瞭に認められる。１０２４は

刻目突帯を廻らすが，双方から斜めにせり上がって

いるものである。１０２５・１０２６は須恵器。１０２５は口縁

部径１１．２�，器高４．９�を測る坏である。立ち上が

りは内傾し口縁端部と受部は丸くおさめる。底部の

ヘラ削りの方向は逆時計まわりである。１０２６は甕。

外面は平行叩き，内面は同心円叩きであるが，弧状

を呈するものである。
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　３号住居跡はＨ－５・６区において検出された。

長軸はほぼ東西で，４．５×４．４ｍの方形である。深さ

は４０�である。住居内からは夥しい量の遺物が出土

し完形土器も多い。また，須恵器も出土している。

柱穴はピット１～４の４箇所と思われる。１０２７は口

縁部径２１．２�，器高９．６�を測る蓋形土器。天井部

は分厚く不整形である。口縁部の外反は弱くやや深

いものである。口縁内面にはススが付着する。１０２８

～１０４３は甕形土器で，１０２８～１０３４は中空の脚台を有

するものと思われる。１０２８・１０３２・１０３３は内湾口縁

で胴部上位に刻目突帯を廻らす。１０３４は口縁部径

２４．３�，器高２６．８�を測る。やや深めの脚台から直

線的に立ち上がり，口縁端部近くでわずかに内湾す

るもので，刻目突帯を廻らす。１０３５は脚台を有しな

い平底の甕形土器である。口縁部径２３．３�，器高

２４．９�を測る。口縁部は突帯部分より屈曲気味に内

湾する。１０３６～１０４３は丸底甕形土器である。底部は

丸底もしくは丸に近い平底で，胴部は大きく膨らむ

ものである。頸部のくびれは壺形土器に比して弱く，

口径も大きい。口縁部は直行気味に外反するもので

ある。１０４０は補修した痕跡が認められる。１０４１は頸

部のくびれが無く，なだらかに口縁部へ至るもので

ある。１０４４は口縁部径１３．２�，器高６．１�を測る坏

で全面丹塗りである。１０４７・１０４８は脚台を有する鉢

形土器である。１０４７～１０５３は壺形土器。１０５０・１０５１

は頸部に刻目突帯を廻らし口縁部は直行気味に外反

する。１０４７は外面にススが付着する。１０５４～１０６１は

高坏。１０５４は口縁部径１９．４�を測るもので，椀状の

深い坏部である。１０５５～１０６１は脚部で裾部が広がる

ものである。１０６２・１０６３は須恵器の坏。１０６２は口縁

部径１１．８�，器高５．６�，１０６３は口縁部径１０．２�，

器高４．５�を測るものである。いずれも立ち上がり

はわずかに内傾し端面は内側へ傾斜し，浅い凹みを

有する。受部は外上方へのびる。底部はヘラ削りに

よりほぼ平坦に仕上げる。

－１０４－
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－１０７－
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　４号住居跡はＨ－５・６区の３号住居跡と相接し

て検出された。長軸はほぼ南北で４．８×４．４ｍの方形

で，深さは６０�である。柱穴はピット１～４の４箇

所と思われるが，ピット５～８も補助的な役割を果

たしていたものと思われる。住居の中央部は硬化面

が認められ，直径４４�の浅い掘り込みもみられる。

遺物は３号住居跡と同様に夥しい量で，須恵器もみ

られる。１０６４～１０６９・１０７５～１０９８は中空の脚台を有

する甕形土器で，１０７０～１０７４・１０９９～１１０３は丸底の

甕形土器である。その内１０６４～１０７４は大型である。

１０６４は口縁部径３４．２�，器高３５．５�を測る。胴部は

直線的に開き，口縁部は突帯部分からわずかに内湾

するものである。刻目突帯は鋸歯状である。１０６５は

口縁部径３１．６�，器高３５�を測る。胴部は丸みを帯

び口縁部は直行する。突帯は指でつまみ三角形を呈

する。また，右側からのびた突帯は左上方へはねあ

がるものである。１１６６は口縁部径３５．８�，器高４３．１

�を測る。胴部は直線的で口縁部は直行する。刻目

突帯は１０６５と同様である。１０６７は口縁部径２８．８�，

器高３６．１�を測る。胴部は丸く膨らみ，頸部でいっ

たんしまった後で口縁部は外反する。突帯は鋸歯状

を呈する。１０６８・１０６９は底部を欠損するものの１０６７

と同様の器形と思われる。１０７０は胴部が球形状に膨

らみ口縁部は直行気味である。１０７１～１０７４は口縁部

が外反するもので，外面にススが付着するものもあ

る。１０７２は内面にもコゲ状のススが付着する。１０７５

～１０８２は刻目突帯を廻らすものである。１０７５～１０７７

は口縁部が直行するもの，１０７８～１０８０は口縁部が内

湾するものである。１０８３～１０９８は中空の脚台部分で

ある。１０９９～１１０１は底部を欠損するが丸底甕と思わ

れる。１１０２は口縁部径１２．８�，器高１９．８�を測る。

丸底の底部から胴部の張りはなく頸部のしまりも弱

いもので，口縁部は外反する。１１０３は口縁部径１２．４

�，器高１５．５�を測るもので，胴部は球形状に膨ら

み頸部はくびれ，内面には稜を有する。口縁部は直

行気味であるが端部で外反する。１１０４～１１０６は鉢形

土器。１１０４は口縁部径２１�，器高１１．４�を測る。高

台状の底部から胴部は，大きく開いて立ち上がり口

縁部へ至るものである。１１０５・１１０６は脚台を有する

ものである。１１０７～１１１３は壺形土器。１１０７は口縁部

径１５．２�を測るもので頸部に鋸歯状の刻目突帯を廻

らす。丹塗り土器であるが胴部にススが付着してい

る。１１０８は頸部に刻目突帯を廻らす。１１０８～１１１３は

底部である。１１０９・１１１１は平底で他は丸底である。

１１１４・１１１５は坩形土器。１１１４は口縁部径１４�，器高

１８�を測る。底部は平底で体部は球形状を呈す。口

縁部は頸部から細長くのびるものである。全面が丹

－１０８－
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塗りできめ細かなヘラミガキが施される。１１１５は体

部である。１１１６～１１２４は高坏。１１１６は口縁部径１４．６

�，器高１３．１�を測る。筒状の脚柱部から裾部はゆ

るやかに外反する。坏部はわずかに内湾し口縁部へ

至る。１１１７・１１１８は坏部で直線的に外反する。１１１９

～１１２４は脚部である。

－１１１－
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　１１２５は口縁部径７．１�，器高３．９�を測る手捏ね土

器。底部は尖底で外面に指頭押圧の痕跡が残る。

１１２６～１１３５は須恵器。１１２６～１１３１は坏蓋。１１２６は口

縁部径１２．８�，器高３．９�。１１２７は口縁部径１５．７�，

器高４．７�。１１２８は口縁部径１６．６�，器高４．８�を測

る。いずれも天井部はあまり膨らまないものである。

１１２６・１１２７は天井部と口縁部をわける突出部は明瞭

ではない。１１２８は天井部と口縁部の境には凹線を廻

らす。１１２９は天井部と口縁部の境に突出部が認めら

れ稜線が明瞭である。１１３２～１１３４は坏。１１３２は口縁

部径１１．２�，器高４．４�。１１３３は口縁部径１１．７�，器

高５�。１１３４は口縁部径１４．７�，器高５．２�を測る。

いずれも立ち上がりは内傾し，口縁端部には面を有

せず丸くおさめる。受部はほぼ水平に伸び端部は丸

くおさめる。底部はヘラケズリにより平坦に仕上げ

るものである。１１３５は甕の口縁部と思われる。

－１１２－
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－１１３－
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　５号住居跡はＦ・Ｇ－４区において検出された。

長軸はほぼ東西で６×４．８ｍの不整形な形をしてい

る。深さは４４�である。柱穴は，ピット１～４の４

箇所と思われる。北側の壁に近い部分に径１．２ｍ，

深さ２０�の浅い掘り込みを有する。遺物は少ないも

のである。１１３６は口縁部径３１．４�，器高１０�を測る

蓋形土器。丸みを帯びた天井部から口縁部は大きく

外反するもので，口縁内面にはススが付着する。

１１３８～１１４２は甕形土器。１１３８・１１４０は口縁部が外反

するものである。１１４３は平底であるが，壺形土器か

甕形土器か判断できないものである。１１４４～１１４８は

壺形土器。１１４４は口縁部径１３．０�を測る。頸部から

直線的に外反するものである。１１４５は口縁部径５．８

�，器高９．５�を測る小型のものである。尖底の底

部から胴部は張らず，口縁部は頸部から直行気味に

外反するものである。１１４６は口縁部径４．７�を測る

無頸壺である。１１４９は高坏の坏部。１１５０は表面の全

面と裏面の一部に磨耗痕が認められるものである。

砥石の可能性が高いものであるが，磨耗が著しく他

の用途も考える必要がある。

－１１９－
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　６号住居跡はＦ－４区において検出された。長軸

はほぼ南北で最大長３．３ｍ，最大幅２．９ｍの不整形な

住居である。ほぼ中央に２×１．５ｍの一段低い部分

があり深さ２０�であるが，周辺は深さ１０�程度の浅

い張り出し状の施設をもつものである。ピットは９

個と多いが柱穴として並ぶものはない。

　遺物は多くはなく図化出来たものも２点しかない。

１１５１は甕形土器の底部で中空の脚台である。１１５２は

壺形土器。胴部が球形状に膨らむものである。

－１２１－
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　７号住居跡はＥ－３区において検出された。長軸

はほぼ東西で４．２×４ｍの方形であるが，北西側に

２×０．８ｍの突出部を有する。深さは４０�で柱穴は

ピット１～４の４箇所と思われる。北側の壁寄りに

幅１．６ｍ，長さ２．４ｍの掘り込みを有する。遺物は少

なく小さいもので図化できるものはなかった。

 

－１２２－
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　８号住居跡はＥ－７区において検出された。１～

７号住居跡とは１軒だけ離れた標高約４０ｍの緩傾斜

地に建てられているのが特徴である。長軸はほぼ南

北で２．９×２．８ｍの方形である。ピット５箇所が検出

されているが柱穴はピット２・４の２箇所が想定さ

れる。遺物は小破片が多くみられる。１１５３～１１６２は

甕形土器。１１５３は口縁部径１９．５�を測る。胴部はあ

まり張らず口縁部は内湾する。胴部上位にすれ違い

の刻目突帯を廻らす。１１５５～１１５７は中空の脚台であ

る。１１５８～１１６２は胴部に刻目突帯を廻らすものであ

る。１１６３・１１６４は壺形土器の底部。１１６５は坩形土器

の体部。１１６６は口縁部径７．２�，器高７．９�を測る手

捏ね土器。内外面に指頭押圧が明瞭に認められるも

のである。１１６７～１１７６は高坏。１１６７～１１７３は坏部で

ある。１１６７～１１７０は接合部に稜を有し，口縁部は直

線的に外反するものである。１１６９は接合部に稜を有

して立ち上がり，口縁部近くでさらに外反するもの

である。１１７４～１１７６は脚部。脚柱部から裾部へなだ

らかに広がるものである。

－１２３－
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　古墳時代で遺構に伴わない土器も，Ⅰ層・Ⅱ層か

ら出土している。１１７７～１１７９は蓋形土器。いずれも

天井部を欠損するものである。１１８０～１２００は甕形土

器。１１８０は口縁部径２２�，器高２４�を測る。中空の

脚台から胴部はやや丸みを帯び，口縁部はややし

まった頸部から外反する。口縁内面には稜線がかす

かに残るものである。１１８１～１１８６は口縁部が外反し，

内面に稜線を有するものである。１１８７～１１９０は口縁

部が外反するが，内面に稜線が残らないものである。

１１９１は頸部に突帯を廻らし，口縁部は内面に稜線を

有せず外反するものである。１１９３～１１９５は刻目突帯

を廻らすものである。１１９７～１２００は中空の脚台であ

る。１２０１～１２１２は壺形土器。１２０１～１２０４はしまった

頸部から口縁部が外反するものである。１２０５は頸部

に刻目突帯を廻らす。１２０６～１２０９は胴部で突帯を廻

らすものである。１２１０は胴部が細長いものである。

１２１１・１２１２は底部である。１２１３・１２１４は坩形土器。

１２１３は平底の底部から胴部は球形状に膨らみ頸部へ

至るものである。胴部最大径の位置に稜が認められ

る。１２１５は口縁部が短く外反するものであるが，無

頸壺の範疇に入れたい。１２１６～１２２０は鉢形土器。

１２１６は口縁部径１０．７�，器高７．５�を測るもので，

手捏ね土器に近い。１２１７は分厚い底部で，口縁部は

くの字状に外反する。１２１９は短い脚台から直線的に

立ち上がるもので，細身に仕上げる。１２２０は胴部が

丸みを帯びるものである。１２２１～１２２４は高坏。１２２２

は穿孔を有する脚部である。１２２５～１２３３は須恵器。

－１２４－
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１２２５～１２２７は蓋。１２２５は口縁部径１２．２�を測る。天

井部を欠損するものであるが器高は高いものと思わ

れる。天井部と口縁部をわける稜は短い。口縁端部

は内傾し内面に稜を有する。１２２６は口縁部径１６．６�

を測る。天井部と口縁部をわける稜線は認められな

いものである。１２２８は口縁部が短く外反する甕。口

縁部径２０．３�を測るもので端部は丸みを帯びる。

１２２９は口縁部が内傾し端部を平坦におさめるもので

ある。口縁部下位に鋭い突出部を有するが，全体器

形の判明しないものである。１２３０～１２３３は小型の壺

－１２８－
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もしくは の口縁部である。１２３０・１２３１はやや太め

の頸部で口縁部との境には稜を有する。１２３２・１２３３

は頸部と口縁部の境の稜がシャープなものである。

１２３２は口縁部と頸部，１２３３は頸部に櫛描波状文を施

す。１２３４は須恵器の模倣土師器である。口縁部径

１０．６�を測るもので，口縁部は短く内傾し端部は丸

くおさめる。受部は水平にのび端部は丸くおさめる。

全体に厚手である。

－１２９－
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　古代及び中世の時期ではＪ・Ｋ－６・７区を中心

に遺物が出土している。ピットも数少ないが検出さ

れている。

����

　古代・中世の遺構はピットが検出されたが建物に

なるような状況ではなかった。
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　遺物は古代の土師器・須恵器，中世の磁器などが

出土している。
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　１２３５は口縁部径１７．３�を測る蓋。天井部は欠損す

るが，やや深めの蓋と思われる。天井部から開いた

体部は口縁部でやや内湾するものである。１２３６～

１２３８は皿。１２３６・１２３７は口縁部径１３．３�，器高３．０

�を測るもので高台を有するものである。高台は外

方へふんばり端部は丸くおさめる。１２３７はいったん

屈曲してから口縁部が外反するものである。１２３８は

口縁部を欠損するものであるが，浅めの皿と思われ

る。１２３９～１２５９は坏。平底の底部から直線的に立ち

上がり口縁部へ至るもの（１２３９～１２４１・１２４４）と丸

みを帯び口縁部がやや外反するもの（１２４２・１２４３・

１２４５）とがある。１２４０は底部からの立ち上り部分が

分厚くなる。１２４２・１２４３は底部が丸みを帯び，体部

から口縁部へと外反するものである。口縁部径は１１

�～１３�のもの（１２３９・１２４０・１２４２～１２４４・１２５０）

１３�～１６�のもの（１２４１・１２４５～１２４９）に大別でき

る。１２６０～１２８２は高台を有するもので椀と思われる。

１２６０は口縁部径１３．７�，器高６．４�を測る。外方に

ふんばった高台から直線的に立ち上がるもので，口

縁部近くでわずかに凹み口縁部は外反状にみえる。

端部は丸くおさめる。１２７４は内黒土師器。外面に墨

書が認められるが破片のため判読は不可能である。

１２７５～１２８１は内面に丹が塗布してある内赤土師器で

ある。１２７５は口縁部端部から外面上位にかけて丹塗

りである。１２７６は外面の一部にも丹がみられる。

１２７８は丹が一部しか残っていないものである。

１２８２・１２８３は高坏と思われる。１２８２は直線的に開い

た体部から口縁部は逆くの字状に屈曲する。１２８４～

１２９８は内面をヘラケズリ整形する甕である。底部は

欠損するものの丸底になるものと思われる。１２８４は

口縁部径２７．４�を測る。胴部が張り，ややしまった

頸部から口縁部が外反するものである。１２８５は口縁

部径１５．５�を測る小型のものである。わずかに張っ

た胴部から頸部はあまりしまらず，口縁部は外反す

る。１２８６～１２９２・１２９４～１２９８は胴部以下が欠損する

が，胴部のあまり張らないものと思われる。
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　１２９９～１３１１は蓋。１２９９～１３０２は扁平な宝珠形つま

みを有するもので，天井部はヘラケズリで平坦に仕

上げるものである。１２９９は口縁部径１６．３�，器高

３．５�を測るやや深めの蓋である。口縁端部は下方

へ短く屈曲し，先端はにぶい稜をなす。１３１２～１３１６

は皿。口縁部径が１３～１５�程度のもの（１３１３・

１３１５・１３１６）と１９�程度のもの（１３１２・１３１４）があ

る。いずれも体部・口縁部が低いものである。１３１３

～１３１５は底部がやや分厚い。１３１６～１３３７は坏。口縁

部が９～１２�程度のもの（１３１７・１３２２～１３２７・１３３１）

と１３～１４�程度のもの（１３１９～１３２１・１３２８～１３３０・

１３３２・１３３３）に分けられる。口縁部が直線的に外反

し，端部は丸くおさめるものがほとんどであるが，

口縁部がわずかに外反するもの（１３２４～１３２６・

１３２８・１３３２）や端部を鋭くおさめるもの（１３２０）も

ある。１３１７は底部が膨らむものである。１３３８～１３４７

は高台をもつ坏。１３２７は口縁部径１２．４�を測る。高

台は高くなくわずかに外方へふんばる。体部は直線

的に立ち上がり口縁端部は鋭くおさめるものである。

１３４１は口縁部径１５�，器高３．９�を測る。口縁部径

に比して器高が低いものである。体部はやや丸みを

帯びて立ち上がり，口縁端部は丸くおさめる。いず

れも高台はやや外方にふんばるもので，脚端面が水

平なものと丸みを帯びるものとがある。１３４９は高坏

の脚部である。１３５１～１３７７は甕。１３５１は口縁部径２０

�を測る。頸部は短く口縁部は大きく外反する。口

縁端部は屈曲して短く立ち上がるものである。外面

は格子目叩き，内面は同心円叩きである。１３５２は頸

部。１３５４は胴部上位である。外面は平行叩きと格子

目叩きがみられ，内面は平行叩きと同心円叩きと平

行叩きがみられる。１３７８～１３９３は壺。１３７８は細い頸

部から口縁部は外反し端部は外方へ屈曲するもので

－１３０－



－１３１－

���������	
�



－１３２－

��������	
��



－１３３－

��������	
��



－１３４－

��������	
��



－１３５－

��������	
��



ある。１３７９は口縁部径１３�を測る。頸部から大きく

外反した口縁部は端部で上方へ屈曲するものである。

１３８０～１３８２は肩部がナデ肩を呈するものである。

１３８３～１３９１は平底の底部から胴部は直行気味に立ち

上がり，肩部で内側に屈曲して口縁部へ至るもので

ある。口縁部は欠損している。１３８６は肩部に幅１．５

�，長さ約５�の縦型の突起を有する。外面は平行

叩きである。内面は当て具に布で包んだ小石を使っ

たと思われる痕跡が認められる。また，仕上げは横

方向のナデによる。１３９２・１３９３は底部である。

��������	

　１３５０は越州窯系の青磁碗と思われる。口縁部径１８

�，器高６．４�を測る。体部は大きく開いて立ち上

がり口縁部はわずかに外反する。口縁端部は丸みを

帯びる。見込み及び底部外面に目跡の痕跡が認めら

れる。内外面にオリーブ色の釉薬がかかり，外面下

位から底部にかけては露胎である。

��������	
��


　１３９４～１３９８は青磁。１３９４は蓋のつまみと思われる。

水注等の蓋ではないかと思われる。１３９５・１３９６は蓮

弁文の碗。１３９５は幅広の蓮弁，１３９６は口縁部が外反

する蓮弁文碗である。１３９７は短い獣足状の足の部分

である。足の部分だけのため全体形状は把握出来な

いが，三足盤等の足ではないかと推測される。１３９８

は線書き蓮弁の碗。１３９９は陶器のこね鉢と思われる。

１４００は土師器の皿で口縁部径７．８�，器高１．６�を測

る。底部の糸切りの痕跡が明瞭な浅い皿である。

－１３６－
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　縄文時代早期から晩期に至るまで，長期間に渡っ

ている。遺跡の山頂部は縄文時代早期，尾根部から

谷部に掛けては縄文時代晩期まで生活が営まれてい

たことが分かった。特に縄文時代早期の遺構，遺物

量と縄文時代晩期の遺物量は顕著である。

�　縄文時代早期

　　遺跡の山稜部の山頂付近を中心に，遺構・遺物

が広がりをみせる。

　ア　遺構

　　　遺構は，集石が８基検出されたが，遺跡の小

高い山稜の山頂部に集中しており，山頂部の西

側に５基，南側に２基，遺跡西側の谷部に１基

ずつ検出された。南側から検出された集石遺構

は，いずれも周辺には石坂式土器などの縄文時

代早期の土器を多数伴っている。

　イ　遺物

　　　早期の土器は，Ⅰ類からⅩ類まで１０類に分類

されたが，Ⅳ類土器の出土量は顕著である。

　　　Ⅰ類は，志風頭タイプといわれる土器に類す

るものである。南さつま市志風頭遺跡を標識遺

跡として志風頭式土器とする意見註１もあるが，

鹿児島市松元町前原遺跡においてこのタイプの

土器が数多く出土しており，今後の類例資料の

増加と研究を待ちたい。Ⅱ類は，指宿市小牧３

Ａ遺跡を標識とする小牧３Ａ式土器に類する土

器である註２。Ⅲ類は，吉田式土器に類する土

器である。胴部に貝殻押引文を施すものをこれ

に分類した。Ⅳ類は，石坂式土器に類する土器

である。１９３点を掲載したが，本遺跡において

最大の出土量である。Ⅴ類は，中原式土器，Ⅵ

類は，下剥峯式土器に類する土器である。Ⅶ類

は，桑ノ丸式土器に類する土器である。Ⅷ類は，

押型文土器。Ⅸ類は，変形撚糸文土器。Ⅹ類は

塞ノ神Ａｂ式土器に類する土器である。

�　縄文時代前期・中期・後期

　　　前期から後期にかけての遺構は検出できな

かったが，土器は，�・�類を縄文時代前期，

 ・ 類は縄文時代中期， 類は縄文時代後期の

�類から 類の５類に分類された。

　　�類は曽畑式土器。�類は深浦式土器。 類土

器は船元式土器， 類土器は春日式土器に類する

土器である。 類は指宿式土器に類する。

�　縄文時代晩期

　　遺跡の山頂部から下った尾根部から谷部にかけ

てその遺構や遺物の広がりがみられる。

　ア　遺構

　　　遺構は，集石遺構が１基，集積遺構が２基，

埋設土器が２基検出されている。土器や石器の

出土量からすると，遺構の検出量は少ない。

　イ　遺物

　　　土器は，粗製深鉢・粗製浅鉢・精製浅鉢をま

とめて 類土器とした。これをａ・ｂ・ｃに小

分類し， 類土器は，���類を入佐式土器，���類

を黒川式土器，���類を南さつま市の干河原遺跡

を標識とする干河原（ひこばる）段階の土器に

分類される。���類の土器は，東和幸氏が，黒川

式土器の最終段階に位置付けられる鹿児島の無

刻目突帯文土器を「干河原段階」と設定したも

のによる註３。

　　　石器は，打製石斧の検出量が顕著である。打

製石斧は，掘り具としての使用が知られてい

る註４が，首都大学東京，都市教育学部助教授

山田昌久氏の指摘によると，頁岩製打製石斧の

石鋤としての使用痕や磨滅の過程から，当時の

製作直後から破棄までが分かることを指摘され

た。しかし，今回は時間的に他遺跡との比較を

含めて検証はできなかった。また，その出土量

や製作跡のないことや遺構の検出がないことか

ら，想像をたくましくすると本遺跡が畠地を中

心として活用されていたのではないかという示

唆をいただけた。

　　　石鏃は，検出地点が全て遺跡の山稜部の尾根

部分に集中していることから，尾根部を狩猟場

としていたことが推測できる。

　　　このことから，縄文時代晩期は谷部は畠とし

て利用したり，山の尾根部を狩猟場として利用
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したりして生活していたのではないかと推測さ

れる。

������

　弥生時代は，遺物の量は多くはないが中期を中心

に遺構・遺物が出土している。遺構では小児用合口

壺棺が検出された。壺棺の上壺が北部九州系の須玖

Ⅱ式の全面丹塗りの広口壺で，下壺が中部九州系の

黒髪Ⅱ式の壺という組合せである。須玖Ⅱ式土器は，

須玖式特有の「分割ミガキ」が施されている。この

ミガキは真下からみると四角形状を呈するものであ

る。また，頸部に施されている暗文の幅・傾き・揃

い方も須玖式の典型的な特徴である。胴部の器壁の

厚さが極めて薄く，胎土も精製土器である点なども

南九州ではみられないものであることから北部九州

からの搬入品の可能性が高いものである註５。下壺

の黒髪Ⅱ式土器は，やや長胴ではあるが，きめの細

かいハケ目調整・底部がやや凸レンズ状に膨らむ点

など黒髪式の特徴を備えているものである。南九州

で作られた可能性もあるが搬入品と考えられるもの

である。中期後半に北部九州と中九州からの搬入土

器で，北部九州的な埋葬である甕棺（壺棺）葬が行

なわれている点に注目したい。遺物は弥生時代前期

の突帯文系の甕形土器（９２１～９２３），中期前半の入

来Ⅱ式土器（９２４～９３１），黒髪Ⅰ式（９３９～９４３），中

期中葉の吉ヶ崎式（９３２），中期後半では山ノ口式

（９４８～９５０・９６３～９６９），黒髪Ⅱ式（９４４～９５５・９６１），

須玖Ⅱ式（９３７・９３８）等がみられる。当地域は，黒

髪式系の土器が多くみられる傾向にあり，西海岸添

いの交流が頻繁にあったことが考えられているが，

本遺跡でもそのことを裏付ける資料が多く出土して

いる。石器も柱状片刃石器や片刃の磨製石斧及び打

製石鎌が出土し，稲作農耕を裏付けるものである。

������

　古墳時代では，竪穴住居跡８軒が検出されている。

１～７号住居跡は傾斜面から西側へのびた平坦面に

並ぶように検出されたが，８号住居跡だけは１軒だ

け離れた緩傾斜地において検出されている。住居の

形態をみると１号～４号・８号はほぼ方形であるが，

５号・６号は不整形なもので，７号は張り出しをも

つものである。

　１号住居跡は，ベッド状の施設を有するもので形

態的にはやや古いものと思われる。住居内土器につ

いても，中津野式土器の新しいタイプとするか，中

津野式の特徴を有したものとするかであるが，時期

としては古墳時代前期前半の範疇で捉えられよう。

　２号住居跡は，炭化材による１４Ｃ年代測定では，

１５１０±４０年（補正１４Ｃ年代１４８０±４０）という数値が

出ている。土器は笹貫式土器の範疇である。また，

須恵器（須恵Ⅱ式）を伴っており６世紀代と思われ

る。

　３号住居跡は，炭化材による１４Ｃ年代測定では，

１４３０±４０（補正１４Ｃ年代１４２０±４０），１５８０±４０（補

正１４Ｃ年代１５６０±４０）という数値が出ている。土器

は２号住居跡同様笹貫式の範疇である。また，須恵

器（須恵Ⅱ式）が伴っており６世紀代と思われる。

　４号住居跡からは，多くの土器が出土している。

土器は２・３号住居跡と同様笹貫式の範疇である。

須恵器も坏・坏蓋等多く出土している。これらの須

恵器は陶邑古窯跡のＭＴ１５型式（Ⅱ－１）～ＴＫ１０

型式（Ⅱ－２）の特徴を有しており，６世紀前半代

と思われる。

　５号住居跡は，蓋や甕形土器の形状から１号住居

跡と近い時期にあるものと思われる。

　６号住居跡は，遺物が少なく時期判定が困難であ

るが，住居の形態から５号住居と近いものと思われ

る。

　７号住居跡は，遺物が少なく形式判定ができる状

況ではなかった。

　８号住居跡は，須恵器は出土しないものの，土器

は４号住居跡出土の甕形土器と似ており笹貫式であ

る。

　尾ヶ原遺跡の住居跡についてみると，１号・５

号・６号の中津野式の新段階の時期と思われる註６

一群と，２号・３号・４号・８号の笹貫式の時期と

思われる一群に大きく２分される傾向がみられる。

ただし３号と４号は同時に存在することはないと思

われるほど近接しており，笹貫式の段階でも時間差

はあるものと考えられる。２号・３号・４号の須恵
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器についてみると，３号の坏がＭＴ１５型式，２号・

４号の坏・蓋はＴＫ１０型式と思われるもので，３号

が２号・４号よりやや古い段階のものと考えられる。

全体的には中津野式と笹貫式との間にかなりの時間

差がある点が問題ではあるが，隣接する吹上小中原

遺跡の古墳時代の住居跡にＴＫ２０８型式（須恵Ⅰ）

を伴う東原式段階の住居があり，今後両遺跡の関連

について検討する必要があろう。また，須恵器の供

給元についてみると，大阪府陶邑と考えるのが妥当

であろうが，近年九州内や四国等でも古墳時代の窯

跡が発見されているため，その辺りも視野に入れて

おく必要があろう。特に熊本県植木町宇城産須恵器

はＴＫ４７型式（５世紀）にさかのぼる可能性がある

ことや６世紀をとおして陶邑とは異なり大型化しな

い等の特徴があることがわかりはじめているという

ことである。本遺跡の須恵器が宇城産である可能性

は十分に考えられる註７。また，三辻利一による蛍

光Ｘ線分析においても，陶邑の範疇のものと宇城

東・宇城西の範疇のものがみられるということであ

る。今後の検討課題として残される。

　また，尾ヶ原遺跡においても，吹上小中原遺跡と

同様広口口縁の丸底の甕形土器が多い特徴があるが，

従来成川式にある脚台を有する甕形土器も存在する。

このことは，肝属郡肝付町東田遺跡，後田山下遺跡

および南さつま市金峰町上水流遺跡でも同様の状況

がみられる。古墳時代の土師器様式が拠点的に導入

された結果ではないかと考えられる。また，吹上小

中原遺跡の４号住居跡（東原式）出土の甕は，内面

ヘラケズリが顕著なものと，ヘラケズリが無いもの

とが存在するが，本遺跡では内面ヘラケズリの無い

ものばかりである。このことは，土師器様式の情報

が時間と共に欠落していったことの現れではないだ

ろうか。
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　古代・中世では，ピットが若干検出されたが建物

としてとらえることは出来なかった。遺物は，古代

の土師器・須恵器が多く出土している。土師器・須

恵器は９世紀から１０世紀を中心にしたものと思われ

る。また，１点ではあるが，越州窯の青磁碗が出土

している点が注目される。農業開発総合センター遺

跡群内で古代の遺構・遺物が出土しているのは，諏

訪牟田遺跡の掘立柱建物跡，神原遺跡のＶ字溝等が

あげられるだけで意外と少ないようである。本遺跡

では，遺構は無いものの遺物が多く，越州窯青磁碗

が出土するなど貴重な資料が得られた。今後，諏訪

牟田遺跡等の整理作業が進むことにより，本遺跡の

性格も明らかにしたいものである。中世では，青磁

等が数点出土したのみである。しかしながら，青磁

の中には破片ではあるが，水注などの蓋と思われる

ものや，三足盤ではないかと思われる獣足部分が出

土するなど，他ではみられない貴重な資料がある。

獣足をもつ三足盤は，薩摩川内市の大島遺跡で出土

しているくらいである註８。農業開発総合センター

遺跡群内での中世の集落は，吹上小中原遺跡・諏訪

牟田遺跡・馬塚松遺跡・宗円堀遺跡・市堀遺跡など

少なからず存在するが，整理作業が進む段階で何ら

かの方向性を見い出したいものである。
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註１　上杉彰紀，２０００年「調整方法から見た縄文早期貝殻文

土器」南九州縄文通信№１４南九州縄文研究会

註２　大根占町埋蔵文化財発掘調査報告書（９）「大中原遺

跡」２０００年３月　鹿児島県肝属郡根占町教育委員会

註３　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３８）

「計志加里遺跡」２００２年３月　鹿児島県立埋蔵文化財

センター

註４　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７９）

「大坪遺跡」２００５年３月　鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター

註５　中園聡（鹿児島国際大学教授）による教示

註６　中村直子（鹿児島大学助教授）による教示

註７　橋本達也（鹿児島大学助教授）による教示

註８　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（８０）

「大島遺跡」２００５年３月　鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター
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�　試料と方法

　試料は，№１が２号住居跡の炭化材，№２及び

№３が３号住居跡の炭化材である。酸－アルカリ

－酸洗浄で前処理を行い，調整は石墨調整である。

加速器質量分析（ＡＭＳ）法で測定する。

�　測定結果は下表のとおりである。

�　考察

　今試料の分析の結果，２号住居跡（№１）では，

１４８０±４０ｙＢＰ（２σの歴年代でＡＤ５３０～６５０

年），３号住居跡（№２）では，１４２０±４０ｙＢＰ

（同じくＡＤ５７０～６７０年）３号住居跡（№３）で

は１５６０±４０ｙＢＰ（同じくＡＤ４１０～６００年）の年

代値が得られた。３号住居跡（№３）では暦年代

の年代幅が大きくなっているが，これは該当期の

暦年代較正曲線が長期間にわたって停滞している

ためである。
文献　Stuiver,M.,et.al.,（1998）,INTCAL98 Radiocarb on Age 

Calibration,Radiocarbon，40（3）

　　　中村俊夫（１９９９）放射性炭素法，考古学のための年代測

定学入門．古今書院，ｐ．１－３６
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　試料は，２号・３号住居跡から出土した３点の炭

化材である。試料を割折して新鮮な基本的断面（横

断面，放射断面，接線断面）を作製し，落射顕微鏡

によって７５～７５０倍で観察した。同定は解剖学的形

質および現生標本との対比によって行なった。その

結果，２号住居跡（№１）はヤマツバキ（Camellia 

Japonica Linn．ツバキ科）。３号住居跡（№２・№

３）はクリ（Castanea crenata Sieb．et Zucc．ブナ

科）である。
文献　佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，

文永堂出版，ｐ．２０－４８

　　　佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，

文永堂出版，ｐ．４９－１００

　　　島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土製品総覧，

雄山閣，２９６ｐ
�
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　試料は２号住居跡と８号住居跡，及び弥生時代の

合口壺棺から採取された１３点である。

　植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール

定量分析法（藤原，１９７６）をもとに，①試料を１０５゚

Ｃで２４時間乾燥　②試料約１ｇに直径４０�以下のガ

ラスビーズを約０．０２�添加　③電気炉灰化法による

脱有機物処理　④超音波水中照射による分散　⑤沈

定法による２０�以下の微粒子除去　⑥封入材（オイ

キット）中に分散してプレパラート作成。
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�　２号住居跡の埋土・床面直上・床面及び埋土中

の焼土について分析した。その結果，床面では樹

木のクスノキ科が多量検出され，ススキ属型・ウ

シクサ族Ａ・メダケ節型・ミヤコザサ節型及びブ

ナ科（シイ属）なども検出された。床面直上でも，

おおむね同様の結果であるが，ススキ属型が増加

しており，ヨシ属・ネザサ節型・マンサク科（イ

スノキ属）も出現している。埋土では，ススキ属

型がさらに増加しており，ブナ科（アカガシ亜

属）やアワブキ科も出現している。埋土中の焼土

では，ススキ属型・ウシクサ族Ａ・クスノキ科が

多量に検出され，キビ族型・ネザサ節型・クマザ

サ属型・ミヤコザサ節型・ブナ科（シイ属）など

も検出された。これは，埋土の分析結果と類似し

ている。樹木はイネ科と比較して一般に植物珪酸

体の生産量が低いことから，少量が検出された場

合でも過大に評価する必要がある。なお，すべて

の樹種で植物珪酸体が形成されるわけではなく，

落葉樹では形成されないものも多い。

�　８号住居跡の埋土・床面直上・床面について分

析を行なった。その結果，床面では樹木のブナ科

（シイ属）やクスノキ科が比較的多量に検出され，

キビ族型・ススキ属型・ウシクサ族Ａ・メダケ節

型・ネザサ節型・クマザサ属型・ミヤコザサ節型

及びマンサク科（イスノキ属）なども検出された。

－１４１－

暦年代
補正１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

１３Ｃ
（‰）

１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

試料名

交点：ＣａｌＡＤ　６００
１σ：ＣａｌＡＤ　５５０～６３０
２σ：ＣａｌＡＤ　５３０～６５０

１４８０±４０－２６．８１５１０±４０№１

交点：ＣａｌＡＤ　６４０
１σ：ＣａｌＡＤ　６２０～６６０
２σ：ＣａｌＡＤ　５７０～６７０

１４２０±４０－２５．４１４３０±４０№２

交点：ＣａｌＡＤ　５３０
１σ：ＣａｌＡＤ　４３０～５５０
２σ：ＣａｌＡＤ　４１０～６００

１５６０±４０－２６．５１５８０±４０№３



床面直上及び埋土でも，おおむね同様の結果であ

るが，埋土ではヨシ属やアワブキ科も出現してい

る。

�　合口壺棺の上壺内部の土壌・下壺内の土壌・土

器外の土壌について分析を行なった。その結果，

ほとんどの試料から樹木のブナ科（シイ属）・ク

スノキ科・マンサク科（イスノキ属）が多量に検

出された。また，イネ科ではススキ属型やウシク

サ族Ａが比較的多く検出され，キビ族型・メダケ

節型・ネザサ節型なども検出された。土器外の土

壌でも同様の結果であり，植物珪酸体の組成や密

度に特に大きな差異は認められなかった。
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�　２号住居跡の埋没当時はススキ属やチガヤ属を

主体としたメダケ属（メダケ節やネザサ節）など

も生育する比較的乾燥した開かれた環境であった

と考えられ，周辺にはクスノキ科やブナ科（シイ

属）など生育する照葉樹林が分布していたと推定

される。２号住居跡の床面直上では少量ながらヨ

シ属が認められた。遺跡の立地から住居付近に湿

地性のヨシ属が生育していたことは考えにくいこ

とから，このヨシ属については住居の屋根材や敷

物などに利用されていたものに由来する可能性も

考えられる。今回の分析では，イネ科栽培植物

（イネ・ムギ類・ヒエ・アワ・キビ等）に由来す

る植物珪酸体の検出が期待されたが，これらの植

物珪酸体はいずれの試料からも検出されなかった。

�　８号住居跡の埋没当時も２号住居跡とおおむね

同様であったと考えられるが，ススキ属やチガヤ

属の分布は比較的少なかったと推定される。なお，

ここでも少量ながらヨシ属が認められている。

�　合口壺棺の内部土壌の分析結果は，土器外の土

壌分析と同様であり，特に特徴は認められなかっ

た。当時の調査区周辺は，ススキ属やチガヤ属・

キビ族・メダケ属（メダケ節やネザサ節）などが

生育する比較的乾燥した開かれた環境であったと

考えられ，遺跡周辺にはブナ科（シイ属）・クス

ノキ科・マンサク科（イスノキ科）等が生育する

照葉樹林が分布していたことが推定される。
文献　杉山真二（１９８７）タケ亜科植物の機動細胞珪酸体，富

士竹類植物園報告第３１号

　　　杉山真二（１９９９）植物珪酸体分析からみた九州南部の照

葉樹林発達史第四紀研究３８（２）

　　　杉山真二（２０００）植物珪酸体（プラント・オパール）

考古学と植物学　同成社

　　　藤原宏志（１９７６）プラント・オパール分析法の基礎的研究

（１）－数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法

－考古学と自然科学９

　　　室井綽（１９６９）竹・笹の話－よみもの植物記－北隆館
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　壺棺の上壺および下壺内部の土壌と土器外の土壌

について分析を行なった。分析方法はエネルギー分

散型蛍光Ｘ線分析システムを用いて，元素の同定及

びフェンダメンタルパラメータ法による定量分析を

行なった。試料の処理法は①試料を絶乾　②メノウ

製乳鉢を用いて試料を粉砕　③試料をビニール製リ

ング枠に入れ，圧力１５ｔ／�でプレスして錠剤試料

を作成　④測定時間３００秒，照射径２０�，電圧３０Ｋｅ

Ｖ，試料室内真空の条件で測定。

　一般に，未耕地の土壌中におけるリン酸含量は

０．１～０．５％程度，耕地土壌でリン酸肥料が投入され

た場合は１．０％程度である。農耕地では施肥による

影響が大きく，目的とする試料の分析結果のみから

遺構・遺物内における生物遺体の存在を確認するの

は困難である。このため，比較試料（遺構・遺物外

の試料）との対比を行なう必要がある。

　土器内の土壌におけるリン酸含量は，１．１１～

１．２５％（平均１．１６％）と高い値である。ただし，土

器外の土壌でも１．０６～１．１６％（平均１．１１％）と高い

値であり，両者の間に明瞭な差異は認められない。

また，カルシウム含量も土器内では２．７２～３．１１％

（平均２．９８％）であり，土器外の２．４３～３．１５（平均

２．７９％）と比較して明瞭な差異は認められない。

　以上のことから合口壺棺の内部には，リン酸やカ

ルシウムを多く含む何らかの生物遺体が存在してい

た可能性が考えられるが，土器外の比較試料との間

に明瞭な差異が認められないことや，地表面から比

較的浅いことから，後代の農耕に伴う施肥などの影

響も否定できない。
文献　竹迫紘（１９９３）リン分析法，日本第四紀研究会編，四

紀試料科学分析法２，研究対象別分析法，東京大

学出版会，ｐ３８～４５
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あ　と　が　き

　農業開発総合センター建設に伴う発掘調査報告書も３冊目となりました。今回は，２４遺

跡の内，南さつま市金峰町にある遺跡の４遺跡目の刊行となりましたが，小児用合口壺棺

の出土など注目すべき報告ができたのではないかと思います。調査の成果を十分に報告で

きていない部分もあるかとは思いますが，この報告書が郷土の歴史を振り返るきっかけに

なったり研究の端緒となったりすれば幸いです。

　最後に，確認調査，本調査等の発掘調査に携わっていただいた南さつま市金峰町，日置

市吹上町の多くの皆様，報告書刊行のために整理作業に携わった皆様，執筆に当たり御指

導いただきました方々に，深く感謝し御礼申し上げます。


